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は
じ
め
に

　

ラ
イ
オ
ン（
株
）は
、1
8
9
1
年（
明
治
24
年
）に
東
京
・
神
田
で
小
林
富
次
郎
商
店
と
し
て

創
業
し
ま
し
た
。以
来
、1
2
0
余
年
。私
た
ち
は
、「
事
業
を
通
し
て
人
々
の
幸
せ
に
奉
仕
す
る
」

と
い
う
小
林
富
次
郎
の
創
業
の
志
を
胸
に
、ハ
ミ
ガ
キ
や
石
鹸
・
洗
剤
、医
薬
品
な
ど
の
事
業

活
動
を
幅
広
く
展
開
す
る
一
方
、人
々
の
幸
せ
に
奉
仕
す
る
社
会
貢
献
活
動
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

と
く
に
、1
9
1
3
年
、食
生
活
の
変
化
に
伴
う
む
し
歯
の
急
増
に
危
機
感
を
抱
き
、人
々

の
健
康
に
貢
献
し
た
い
と
願
う
燃
え
た
ぎ
る
よ
う
な
情
熱
か
ら
始
ま
っ
た
口
腔
保
健
活
動

は
、正
し
い
歯
み
が
き
方
法
の
指
導
か
ら
、口
腔
衛
生
思
想
の
普
及
、歯
科
検
診
活
動
、最
先
端

の
歯
科
診
療
開
設
な
ど
幅
広
い
領
域
へ
と
拡
大
。一
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
空
前
の

規
模
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。今
日
で
は
、公
益
財
団
法
人
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
が
活
動

の
母
体
と
な
り
、予
防
歯
科
の
普
及
や
、歯
の
健
康
を
通
し
た
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
、時
代

に
合
わ
せ
た
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、こ
う
し
た
ラ
イ
オ
ン（
株
）の
口
腔
保
健
活
動
の
歴
史
と
、そ
れ
を
支
え
た
先
人
た
ち

の
想
い
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。創
業
以
来
、脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
社
会
奉
仕
の
精
神

と
、ト
ー
タ
ル
オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、日
本
の
口
腔
保
健
活
動
を
牽
引

し
て
き
た
熱
い
軌
跡
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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2
0
1
7
年 
5
月

公
益
財
団
法
人
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所

                        

　
　
　
　
　

  　

 

理
事
長　

藤
重 

貞
慶
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1913年（大正2年）
ライオン講演会スタート

1921年（大正10年）
「ライオン児童歯科院」開設

1922年（大正11年）
学童への「歯磨教練」開始

1932年（昭和7年）
「第1回学童歯磨教練
体育大会」開催

1918年（大正7年）
学校教職員への
口腔衛生講座開始

1
9
1
2
年　

大
正
天
皇
即
位

1
9
2
0
年　

第
1
回
箱
根
マ
ラ
ソ
ン

1
9
2
3
年　

関
東
大
震
災

1
9
2
5
年　

ラ
ジ
オ
放
送
開
始

1
9
2
6
年　

昭
和
天
皇
即
位

1
9
2
8
年　

ラ
ジ
オ
体
操
ス
タ
ー
ト

1
9
2
9
年　

世
界
恐
慌

1
9
3
0
年　

お
子
様
ラ
ン
チ
登
場

1
9
1
4
年　

東
京
駅
開
業

　
　
　
　
　
　

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

日
本
の
主
な
で
き
ご
と

1927年（昭和2年）
「ライオン児童歯科院」内に
「ライオン・デンタルセンター」開設

日本初の
児童専門
歯科診療所

予防歯科の
原点

  

1
9
1
3
年（
大
正
2
年
）か
ら
始
ま
っ
た

ラ
イ
オ
ン
の
口
腔
保
健
活
動
。

「
学
童
向
け
活
動
」、

女
性
を
中
心
と
し
た「
成
人
向
け
活
動
」、

「
歯
科
診
療
活
動
」の
3
分
野
で

日
本
の
口
腔
衛
生
を
リ
ー
ド
す
る

多
彩
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。

口
腔
保
健
活
動
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1953年（昭和28年）
13年振りに「第10回学童
歯磨訓練大会」開催

1959年（昭和34年）
母子歯科保健活動
「たんぽぽ運動」開始

1961年（昭和36年）
産業歯科保健活動
「さくらんぼ運動」開始

女性を中心とした
成人向け
口腔保健活動

学童向け
口腔保健活動

歯科診療活動 1964年（昭和39年）
「（財）ライオン歯科衛生研究所」設立

1
9
3
7
年　

日
中
戦
争
開
戦

1
9
4
1
年　

太
平
洋
戦
争
開
戦

1
9
4
5
年　

太
平
洋
戦
争
終
戦

1
9
4
6
年　

サ
ザ
エ
さ
ん
連
載
開
始

1
9
4
9
年　

湯
川
秀
樹 

ノ
ー
ベ
ル

　
　
　
　
　
　

物
理
学
賞
受
賞

1
9
5
2
年　

鉄
腕
ア
ト
ム
連
載
開
始

1
9
5
3
年　

テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

1
9
5
5
年　

高
度
経
済
成
長
始
ま
る

1
9
5
8
年　

東
京
タ
ワ
ー
完
成

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
登
場

1
9
6
3
年　

日
本
初
の
原
発

　
　
　
　
　
　

東
海
発
電
所
稼
働

1
9
5
1
年　

黒
澤
明
監
督「
羅
生
門
」

　
　
　
　
　
　

ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ

1952年（昭和27年）
全国を巡回した動く診療所
「ライオン・ヘルスカー」登場

1952年
（昭和27年）
母と子のよい歯の
コンクール協賛
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1
9
6
4
年　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

　
　
　
　
　
　

東
海
道
新
幹
線
開
業

1
9
8
6
年　

バ
ブ
ル
経
済
に
突
入

1
9
8
8
年　

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通

1
9
8
9
年　

年
号
が
平
成
に

1
9
9
3
年　

J
リ
ー
グ
開
幕

1
9
9
5
年　

阪
神
淡
路
大
震
災

1
9
9
6
年　

携
帯
電
話
の
普
及
始
ま
る

1
9
6
8
年　

川
端
康
成 

ノ
ー
ベ
ル

　
　
　
　
　
　

文
学
賞
受
賞

1
9
7
0
年　

大
阪
万
国
博
覧
会 

開
催

1
9
7
2
年　

札
幌
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

1
9
7
3
年　

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

1
9
7
5
年　

沖
縄
海
洋
博
覧
会
開
催

1
9
8
2
年　

T
V「
笑
っ
て
い
い
と
も
！
」開
始

1
9
8
3
年　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

1965年（昭和40年）
史上最大規模で国立競技場で開催
「第22回学童歯磨訓練大会」

1964年（昭和39年）
新宿京王百貨店に
「ライオン・ファミリー歯科診療所」開設

1974年
（昭和49年）
「たんぽぽ号」で、
母と子の口腔
保健活動を強化

1984年（昭和59年）
海外での
口腔保健活動開始（台湾）

1998年（平成10年）
マレーシアで
口腔保健活動開始

予防、診療
研究を行う
歯科センター

参加児童
7万5000人

2000年
（平成12年）
ハンディキャップの
ある方への口腔
保健活動に注力
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ライフステージ別活動の開始

グローバル化する口腔保健活動

予防歯科の習慣化をめざして

ライフステージ別活動の開始

グローバル化する口腔保健活動

予防歯科の習慣化をめざして

2
0
0
3
年　

宮
崎
駿 

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」

2
0
0
2
年　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

日
韓
大
会

2
0
0
5
年　

愛
・
地
球
博 

開
催

2
0
0
8
年　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

2
0
1
0
年　

惑
星
探
査
機

　
　
　
　
　
　
「
は
や
ぶ
さ
」帰
還

2
0
1
2
年　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
完
成

2
0
1
1
年　

東
日
本
大
震
災

2
0
1
3
年　

2
0
2
0
年
の

　
　
　
　
　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
決
定

2006年（平成18年）
「キッザニア東京」で
歯科医院のパビリオン出展

2016年（平成28年）
LDHシンホシ゚ヴム開催

2007年（平成19年）
高齢者向け口腔保健活動開始

2006年（平成18年）
思春期口腔保健活動開始

2008年（平成20年）
インターネット配信始まる
「第65回学童歯みがき大会」

2013年（平成25年）
アジアから7ヵ国が参加
「第70回学童歯みがき大会」

2016年（平成28年）
健口美体操開始
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序　

章　

事
業
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る　
ラ
イ
オ
ン
創
業
物
語 

10

第
1
章　

慈
善
券
に
次
ぐ 

第
二
の
社
会
貢
献
を　
口
腔
保
健
活
動
の
幕
開
け 

18

第
2
章　

歯
科
診
療
の
発
展
に
貢
献
す
る　
歯
科
診
療
活
動 

24

第
3
章　

子
ど
も
た
ち
を
む
し
歯
か
ら
守
る　
学
童
向
け
口
腔
保
健
活
動 

34

・ 

禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し 

・ 

小
林
富
次
郎
商
店
の
創
業

・ 

人
は
利
欲
の
た
め
に
生
き
る
に
あ
ら
ず 

・ 

約
70
億
円
を
全
国
の
慈
善
施
設
へ

・ 

死
し
て
生
命
あ
り 

コ
ラ
ム「
ラ
イ
オ
ン
の
ユ
ニ
ー
ク
な
宣
伝
活
動
」 

①

・ 
日
本
の
近
代
歯
科
医
療
の
幕
開
け 

・ 

日
本
に
児
童
専
用
の
歯
科
医
院
を

・ 

12
年
間
で
約
54
万
人
の
児
童
を
診
療 

・ 

日
本
初「
口
腔
衛
生
婦
」の
育
成

・ 

ひ
ろ
が
る
、民
間
企
業
の
活
動 

・ 

時
代
を
先
取
る
予
防
歯
科
の
は
じ
ま
り

・ 

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
歯
科
セ
ン
タ
ー
へ 

・ 

さ
ら
に
進
化
す
る
歯
科
診
療
活
動

・ 

き
っ
か
け
は
食
生
活
の
大
き
な
変
化 

・ 

そ
れ
は
、講
演
会
か
ら
始
ま
っ
た

・ 

歯
科
医
師
会
に
よ
る
口
腔
保
健
活
動

・ 

児
童
の
む
し
歯
保
有
率
96
% 

コ
ラ
ム「
ラ
イ
オ
ン
の
ユ
ニ
ー
ク
な
宣
伝
活
動
」 

②

・ 

10
年
間
・
2
万
校
・
2
6
0
0
万
人 

・ 

子
ど
も
た
ち
の
心
を
掴
む
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

・ 

国
に
よ
る
初
の
口
腔
保
健
活
動 

・ 

戦
時
下
も
続
く
歯
磨
教
練
体
育
大
会

・ 

焼
け
野
原
か
ら
の
再
出
発 

・ 

復
興
の
街
に
笑
顔
を
届
け
る

・ 

待
ち
わ
び
た
学
童
歯
み
が
き
大
会
の
復
活 

目
次

8



第
4
章　

母
子
へ
職
場
へ
社
会
へ
、ひ
ろ
が
る
活
動　
成
人
向
け
口
腔
保
健
活
動 

46

・ 

人
気
を
集
め
る
衛
生
博
覧
会 

・ 

盛
り
上
が
る
戦
後
の
口
腔
保
健
活
動

・ 

た
ん
ぽ
ぽ
の
よ
う
に
強
く
美
し
く 

・ 

大
好
評
、職
場
で
の
歯
科
相
談

・ 

新
し
い
時
代
に
、新
し
い
活
動
を 

コ
ラ
ム「
ラ
イ
オ
ン
の
ユ
ニ
ー
ク
な
宣
伝
活
動
」 

③

第
5
章　

こ
れ
か
ら
の
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア　
ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来 

56

・ 

国
民
運
動
へ
の
ひ
ろ
が
り 

・ 「
健
口
美
」の
実
現
で
Q
O
L
向
上
を

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
活
動

　
　

学
童
期　

大
切
な
健
康
習
慣
を
子
ど
も
の
う
ち
に

　
　

成
人
期　

歯
周
病
の
啓
蒙
活
動
を
強
化
／
歯
周
病
は
全
身
疾
患
に
つ
な
が
る
／
歯
周
病
対
策
で
医
療
費
抑
制

　
　

高
齢
期　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
し
て
／
健
口
美
体
操
で
口
を
元
気
に

コ
ラ
ム「
世
界
で
評
価
さ
れ
る
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
」

・ 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
元
気
習
慣
を
提
案 

・ 

も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ「
予
防
歯
科
」

・ 

歯
科
衛
生
士
が「
予
防
歯
科
」の
担
い
手
に 

・ 

世
界
へ
ひ
ろ
が
る「
学
童
歯
み
が
き
大
会
」

・ 

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
挑
戦 

・ 

健
康
寿
命
の
延
伸
へ
向
け
て

コ
ラ
ム「
次
代
の
課
題
に
挑
戦
す
る
L
D
H
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」 

コ
ラ
ム「
歯
み
が
き
文
化
を
育
て
る
L
D
H
の
書
籍
」

歯
周
病
予
防
で
世
界
に
貢
献
！ 

薬
用
ハ
ミ
ガ
キ
・
シ
ス
テ
マ 

78

ラ
イ
オ
ン
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
歴
史 

80
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事業を通して
社会に貢献する

～ ライオン創業物語 ～

序 章

ライオンの口腔保健活動は、創業者・小林富次郎の「世のため、人のために尽くし
たい」という熱い想いから生まれました。本章では、小林富次郎の波乱に満ちた
人生と、ライオンの社会貢献活動の原点についてご紹介します。

創業者・小林富次郎
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禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し

時
代
の
荒
波
を
超
え
て

酒
造
業
を
営
ん
で
い
た
頃
の
小
林
家
。中
段

左
か
ら
3
人
目
が
富
次
郎
。

　

1
8
5
2
年（
嘉
永
5
年
）、酒
造
業
を
営
む
小
林
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
小
林
富
次
郎
。

生
来
の
努
力
家
で
あ
り
、事
業
の
才
能
に
も
恵
ま
れ
な
が
ら
、そ
の
人
生
は
激
動
の
時
代
に
翻
弄

さ
れ
る
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
。20
歳
を
過
ぎ
た
頃
、軍
用
資
金
調
達
に
懸
命
に
な
っ
て
い
た
江
戸

幕
府
か
ら
の
多
額
の
税
金
で
家
業
は
没
落
。裸
一
貫
で
上
京
し
、当
時
ま
だ
新
し
か
っ
た
石
鹸
業

界
に
身
を
投
じ
、一
時
は
会
社
の
支
配
人
に
な
る
も
、明
治
政
府
の
財
政
改
革
に
よ
る
不
況
で
倒

産
。そ
の
後
、知
人
の
会
社
で
働
き
な
が
ら
マ
ッ
チ
事
業
の
将
来
性
に
目
を
付
け
、果
敢
に
宮
城
県

の
北
上
川
沿
い
に
工
場
を
建
設
し
た
が
、1
8
9
0
年
の
大
洪
水
で
す
べ
て
を
失
っ
た
。さ
ら
に
、

マ
ッ
チ
の
軸
木
用
に
仕
入
れ
た
大
量
の
原
木
が
洪
水
で
下
流
に
流
さ
れ
、橋
や
人
家
を
破
壊
し
た

と
責
め
ら
れ
絶
望
の
淵
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
。失
意
の
底
で
、い
っ
そ
川
に
身
を
投
げ
よ
う
か
と

考
え
た
富
次
郎
だ
が
、ふ
と
頭
に
浮
か
ん
だ
「
鍛
錬
と
は
、当
座
は
喜
ば
し
い
も
の
で
は
な
く
、悲

し
い
も
の
だ
が
、後
に
な
る
と
そ
れ
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
人
々
に
、義
と
い
う
平
和
に
満
ち
た
実

を
結
ば
せ
る
」と
い
う
聖
書
の
一
節
に
助
け
ら
れ
る
。そ
れ
は
洪
水
の
2
年
前
に
キ
リ
ス
ト
教
の

牧
師
か
ら
授
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、富
次
郎
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
捲
土
重
来
を
期
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
創
業
物
語

序
章
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ラ
イ
オ
ン
創
業
物
語

序
章

　

大
洪
水
の
悲
劇
の
あ
と
、富
次
郎
は
、工
場
の
再
生
に
取
り
組
ん
だ
が
、心
労
で
病
に
倒
れ
、や
む

な
く
妻
と
と
も
に
東
京
に
戻
っ
た
。す
る
と
、富
次
郎
の
困
窮
ぶ
り
に
、か
つ
て
の
知
人
か
ら
支
援

の
申
し
出
が
あ
り
、石
鹸
の
原
料
な
ど
の
販
売
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
だ
病
の
癒
え
ぬ
身
も

顧
み
ず
、熱
心
に
営
業
に
歩
く
と
、幸
い
石
鹸
業
界
に
は
知
り
合
い
も
多
く
、富
次
郎
に
も
十
分
な

知
識
が
あ
っ
た
の
で
商
売
は
順
調
に
伸
び
、つ
い
に
1
8
9
1
年
（
明
治
24
年
）に
小
林
富
次
郎
商

店
を
開
業
す
る
に
至
っ
た
。そ
の
後
、事
業
拡
大
を
模
索
す
る
な
か
、当
時
、売
れ
始
め
て
い
た
ハ
ミ

ガ
キ
に
着
目
。す
で
に
多
く
の
競
合
商
品
が
あ
っ
た
が
、今
後
、も
っ
と
多
く
の
人
が
ハ
ミ
ガ
キ
を

使
う
よ
う
に
な
れ
ば
、市
場
は
何
倍
に
も
拡
大
す
る
と
考
え
新
規
参
入
を
決
断
。専
門
知
識
が
皆
無

で
あ
っ
た
た
め
手
探
り
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
が
、専
門
書
を
読
み
漁
り
、知
人
の
牧
師
か
ら
外
国

製
ハ
ミ
ガ
キ
の
製
法
を
教
え
て
も
ら
い
、寝
食
を
忘
れ
た
懸
命
の
努
力
の
末
、1
8
9
6
年
に
ハ
ミ

ガ
キ
第
一
号
を
発
売
。ド
イ
ツ
製
の
原
料
と
、英
国
製
の
香
料
を
使
用
し
、商
品
名
は
百
獣
の
王
ラ

イ
オ
ン
か
ら
「
獅
子
印
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」と
命
名
。富
次
郎
の
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
宣
伝
や
営
業
努
力

で
、販
売
は
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
。

小
林
富
次
郎
商
店
の
創
業

「
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」の
発
売

1
8
9
1
年
に
現
在
の
東
京
都
千
代
田
区

に
開
業
し
た
ラ
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
前
身
、

小
林
富
次
郎
商
店
。
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ラ
イ
オ
ン
創
業
物
語

序
章

人
は
利
欲
の
た
め
に
生
き
る
に
あ
ら
ず

算
盤
の
聖
者

　

39
歳
に
し
て
、よ
う
や
く
成
功
を
収
め
た
小
林
富
次
郎
だ
が
、決
し
て
浮
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、

あ
る
牧
師
は
、そ
の
姿
を
「
算
盤
の
聖
者
」と
形
容
し
た
。熱
心
な
事
業
家
で
あ
る
一
方
で
、涙
も

ろ
く
、情
に
厚
く
、気
の
毒
な
孤
児
や
老
人
に
心
か
ら
の
優
し
さ
で
接
す
る
富
次
郎
は
、孤
児
院
に

多
額
の
寄
付
を
行
う
な
ど
、慈
善
活
動
に
大
変
熱
心
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
富
次
郎
は
、1
9
0
0
年
、腸
チ
フ
ス
で
重
篤
に
陥
り
な
が
ら
、奇
跡
的
に
一
命
を
と
り

と
め
る
と
、「
余
生
は
神
と
人
と
に
捧
げ
て
、社
会
の
幸
福
に
奉
仕
し
よ
う
」と
心
を
固
め
た
。し
か

し
、真
に
社
会
に
奉
仕
す
る
に
は
一
個
人
の
力
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
孤
児
院
へ
の
寄
付
で
痛

感
し
て
い
た
富
次
郎
は
、多
く
の
人
々
の
善
意
を
集
め
、社
会
貢
献
に
つ
な
げ
る
方
法
は
な
い
か

想
い
を
め
ぐ
ら
す
。そ
し
て
、ふ
と
、新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
米
国
の
会
社
に
よ
る
慈
善
券
発
行

の
記
事
を
思
い
出
し
、自
社
の
製
品
に
慈
善
券
を
付
け
て
売
り
出
す
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。

　

こ
の
画
期
的
な
慈
善
券
の
試
み
は
、小
林
富
次
郎
商
店
の
名
を
一
躍
有
名
に
す
る
と
同
時
に
、

「
事
業
を
通
し
て
社
会
に
奉
仕
す
る
」ラ
イ
オ
ン
の
社
会
貢
献
活
動
の
原
点
と
な
り
、今
日
ま
で
続

く
口
腔
保
健
活
動
を
生
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

1
9
0
0
年
に
発
売
さ
れ
た
小
林
富
次
郎

商
店
の「
慈
善
券
付
き
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
袋
入
」。

慈
善
券
が
袋
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

13



ラ
イ
オ
ン
創
業
物
語

序
章

慈
善
金
に
よ
る
寄
付
を
受
け
た
岡
山
孤
児
院
。

院
長
は
小
林
富
次
郎
商
店
に
深
く
感
謝
し
、

新
た
な
施
設
を「
ラ
イ
オ
ン
館
」と
命
名
。そ
の

数
は
毎
年
増
え
、10
棟
に
も
達
し
た
と
い
う
。

　

富
次
郎
は
、腸
チ
フ
ス
の
療
養
も
そ
こ
そ
こ
に
慈
善
券
の
ア
イ
デ
ア
を
実
行
に
移
す
。販
売
価
格

3
銭（
現
在
の
価
値
で
約
6
0
0
円
）の「
獅
子
印
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
小
袋
入
」に
1
厘
分（
現
在
の
価

値
で
約
20
円
）の
慈
善
券
を
付
け
た「
慈
善
券
付
き
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」を
発
売
。購
入
者
が
慈
善
券
を

支
援
し
た
い
慈
善
施
設
に
届
け
る
と
、施
設
は
慈
善
券
の
枚
数
に
応
じ
た
寄
付
金
を
小
林
富
次
郎

商
店
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
し
く
み
だ
。実
際
に
は
、慈
善
券
が
利
用
さ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、小
林
富
次
郎
商
店
で
は
、未
回
収
の
慈
善
券
ま
で
現
金
に
換
算
し
、

全
国
の
施
設
に
配
分
し
た
。

　

慈
善
券
付
き
歯
磨
は
、多
く
の
称
賛
を
集
め
る
一
方
で「
売
名
行
為
だ
」「
寄
付
金
の
分
だ
け
商
品

の
品
質
を
落
と
し
て
い
る
」と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
。そ
こ
で
、製
品
の
包
装
材
を
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

す
る
こ
と
で
慈
善
券
の
20
円
分
を
捻
出
し
た
こ
と
を
説
明
。さ
ら
に
慈
善
券
の
発
行
が
1
9
0
0
年

（
明
治
33
年
）か
ら
20
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
、現
在
の
価
値
で
合
計
約
70
億
円
と
い
う
巨
額
の

寄
付
金
が
全
国
の
孤
児
院
・
育
児
園
な
ど
に
届
け
ら
れ
た
こ
と
で
、富
次
郎
の
善
意
を
疑
う
も
の
は

誰
一
人
い
な
く
な
っ
た
。

約
70
億
円
を
全
国
の
慈
善
施
設
へ

「
慈
善
券
付
き
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」の
発
売
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ラ
イ
オ
ン
創
業
物
語

序
章

多
く
の
人
々
に
見
送
ら
れ
る
富
次
郎
の
葬
列
。

そ
の
様
子
は
映
画
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
さ
れ
、現
在
、

日
本
最
古
の
オ
リ
ジ
ナ
ル・
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
と
し
て

東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

死
し
て
生
命
あ
り

引
き
継
が
れ
る
創
業
の
志

　

富
次
郎
の
慈
善
心
は
、慈
善
施
設
だ
け
に
向
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
慈
愛
済
民
」を
志
す

富
次
郎
は
自
社
の
従
業
員
も
非
常
に
大
切
に
し
た
。当
時
の
工
場
に
は
、小
学
校
し
か
出
て
い
な

い
者
や
未
就
学
の
女
子
工
員
が
多
か
っ
た
た
め
、嫁
入
り
前
の
手
習
い
と
し
て
普
通
教
育
と
裁
縫

を
習
わ
せ
る
夜
学
校
を
開
校
。さ
ら
に
、若
い
工
員
た
ち
を
東
京
基
督
教
青
年
会
の
夜
学
へ
通
わ

せ
、英
語
教
育
も
施
し
た
。こ
う
し
た
富
次
郎
の
計
ら
い
は
、社
員
た
ち
に
大
変
喜
ば
れ
、や
む
を

得
ぬ
事
情
が
な
い
限
り
小
林
富
次
郎
商
店
を
辞
め
る
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、「
慈
善
券
付
き
歯
磨
」の
販
売
か
ら
10
年
後
の
1
9
1
0
年
。多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ

た
小
林
富
次
郎
は
、創
業
の
地
、神
田
柳
原
の
2
階
座
敷
で
、家
族
と
50
人
の
店
員
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
こ
の
世
を
去
っ
た
。享
年
58
歳
。葬
儀
の
行
列
は
、全
国
の
慈
善
施
設
か
ら
贈
ら
れ
た
百
以
上

の
花
輪
を
先
頭
に
、富
次
郎
の
棺
を
載
せ
た
二
頭
立
て
の
馬
車
が
進
み
、別
れ
を
惜
し
む
人
々
の

列
が
数
百
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。

　

人
々
の
尊
敬
を
集
め
た
富
次
郎
の
深
い
慈
善
心
は
、二
代
目
富
次
郎
や
残
さ
れ
た
従
業
員
た
ち

に
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
、後
の
口
腔
保
健
活
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
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ラ
イ
オ
ン
創
業
物
語

序
章

ライオンの

ユニークな宣伝活動 ①

広
告
は
商
品
を
育
て
る
肥
料
で
あ
る

● 
日
本
初
の
C
M
ソ
ン
グ
を
演
奏

● 

ハ
ミ
ガ
キ
を
買
っ
て
、大
相
撲
を
観
に
行
こ
う

　
広
告
王
と
称
さ
れ
る
小
林
富
次
郎
は
、つ
ね
に
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
で
人
々
の
注
目
を
集
め
る
広
告
活
動
を
展
開

し
た
。1
8
9
6
年（
明
治
29
年
）の「
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」発

売
時
に
は
、非
常
に
珍
し
い
楽
隊
パ
レ
ー
ド
を
敢
行
。「
ラ

イ
オ
ン
歯
磨
」の
の
ぼ
り
を
立
て
、当
時
の
流
行
歌
を
商

品
広
告
の
替
え
歌
に
し
て
演
奏
。地

方
で
は
楽
隊
の
演
奏
を
初
め
て
聞
く

人
も
多
く
、行
く
先
々
で
黒
山
の
人

だ
か
り
が
で
き
、前
へ
進
め
な
く
な

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
と
い

う
。効
果
的
な
宣
伝
活
動
で「
ラ
イ
オ

ン
歯
磨
」は
全
国
に
知
れ
渡
っ
た
。

　「
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」の
発
売
3
周
年
を
記
念
し
て
1
9
0
0

年
に
は
、歯
磨
大
袋
3
個
を
買
い
求
め
た
人
を
、両
国
の
回
向

院
大
相
撲
に
無
料
で
招
待
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。当

日
は
回
向
院
の
隣
接
地
に
販
売
所
を
特
設
し
、人
気
関
取
が

交
代
で
呼
び
入
れ
の
役
を
務
め
た
。わ
ず
か
大
袋
3
個
で
当

時
人
気
の
あ
っ
た
常
陸
山
、梅
ヶ
谷

の
相
撲
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、

入
場
者
は
2
日
間
で
約
2
万
人
の

大
盛
況
。販
促
企
画
と
し
て
絶
大
な

効
果
を
発
揮
し
た
。こ
う
し
た
大
胆

か
つ
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
販
促
活

動
で
、小
林
富
次
郎
商
店
は
着
実
に

売
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
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ラ
イ
オ
ン
創
業
物
語

序
章

1
0
0
年
変
わ
ら
な
い
、幸
せ
へ
の
願
い
。

　

初
代
・
小
林
富
次
郎
が
創
業
し
た
1
8
9
1
年
は
、約

3
0
0
年
続
い
た
江
戸
時
代
が
終
わ
り
、日
本
が
近
代
国
家
へ

と
向
か
う
大
転
換
期
に
あ
り
ま
し
た
。新
し
い
時
代
の
中
で
多

く
の
日
本
人
が
、「
自
分
は
何
を
成
す
べ
き
か
」戸
惑
う
な
か
、富

次
郎
は
、事
業
を
通
し
た
社
会
奉
仕
を
志
し
、自
ら
の
道
を
果
敢

に
歩
み
続
け
ま
し
た
。苦
労
人
で
あ
り
、弱
者
の
気
持
ち
を
知
る

富
次
郎
だ
か
ら
こ
そ
辿
り
着
い
た
「
社
会
の
幸
福
に
奉
仕
し
た

い
」と
い
う
熱
く
清
ら
か
な
想
い
。そ
の
崇
高
な
精
神
は
口
腔
保

健
活
動
を
生
み
、1
0
0
年
を
超
え
た
今
も
ラ
イ
オ
ン
の
社
会

奉
仕
活
動
の
中
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

序章を振り返って

17



慈善券に次ぐ
第二の社会貢献を

～ 口腔保健活動の幕開け ～

第１章

創業者・小林富次郎の遺志を継ぎ、二代目富次郎を中心として始まった、ライオンの
口腔保健活動。企業の社会貢献として、他に類を見ないこの活動がどのように生ま
れたのか、当時の日本の時代背景を含めてご紹介します。

二代目・小林富次郎

18



口
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健
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動
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幕
開
け

第
１
章

き
っ
か
け
は
食
生
活
の
大
き
な
変
化

楊
枝
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
へ

　

日
本
で
は
古
来
か
ら
、木
製
の
楊
枝
な
ど
で
歯
の
清
掃
を
行
う
習
慣
が
あ
り
、江
戸
時
代
に
書

か
れ
た
教
育
書
に
も
「
歯
の
清
掃
を
す
れ
ば
、老
い
て
も
歯
を
失
わ
な
い
」と
記
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、明
治
時
代
に
入
る
と
、西
洋
文
化
が
一
気
に
流
入
し
、日
本
人
の
食
生
活
が
大
き
く
変

化
。従
来
は
、冷
た
く
、堅
い
物
が
多
か
っ
た
食
卓
に
、温
か
く
、柔
ら
か
く
、甘
い
食
べ
物
が
並
ぶ

よ
う
に
な
り
、む
し
歯
に
悩
む
者
が
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、最
初
に
行
動
を
起
こ
し
た
の
は
、西
洋
医
学
を
学
ん
だ
歯
科
医
師

た
ち
だ
。あ
る
者
は
、米
国
の
口
腔
衛
生
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
翻
訳
し
て
出
版
し
、ま
た
あ
る
者
は
、

独
自
に
学
校
な
ど
へ
出
向
き
、む
し
歯
予
防
の
指
導
を
行
っ
た
。し
か
し
、当
時
の
歯
科
医
師
は

今
日
の
よ
う
に
社
会
的
身
分
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。小
林
富
次
郎
商
店
が
創
業
し
た
1
8
9
0
年
代
に
は
、か
つ
て
の
楊
枝
に

代
わ
り
、歯
ブ
ラ
シ
と
歯
磨
き
粉
が
一
般
家
庭
に
普
及
し
始
め
た
が
、口
腔
衛
生
に
つ
い
て
の
知

識
は
乏
し
く
、歯
磨
き
の
方
法
も
各
人
各
様
。政
府
や
行
政
も
含
め
、口
腔
衛
生
思
想
の
普
及
に

組
織
的
に
取
り
組
む
者
は
ま
だ
い
な
か
っ
た
。

当
時
の
歯
み
が
き
用

の
楊
枝
。先
端
が
ブ

ラ
シ
状
に
加
工
さ
れ

て
い
る
。
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口
腔
衛
生
思
想
の
普
及
に
向
け
、い
ち
早
く
行
動
を
起
こ
し
た
の
は
、亡
き
富
次
郎
の
遺
志
を
継
い

だ
小
林
商
店
だ
っ
た
。ま
ず
「
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」の
愛
用
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
、口
腔
衛
生
の
講
演
や
、

歯
磨
き
の
方
法
な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。し
か
し
、効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、慈
善
券

付
き
歯
磨
き
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。も
っ
と
多
く
の
人
々

に
口
腔
衛
生
の
大
切
さ
を
伝
え
る
手
段
は
な
い
か
。そ
ん
な
社
会
奉
仕
へ
の
熱
い
想
い
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
「
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
」だ
。こ
れ
は
、社
会
的
関
心
の
高
い
話
題
に
つ
い
て
複
数
の
著
名
人
に

講
演
を
行
っ
て
も
ら
い
、同
時
に
、口
腔
衛
生
に
つ
い
て
の
講
演
も
行
い
、そ
の
啓
発
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
だ
。し
か
し
、当
時
、一
企
業
が
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を
行
う
例
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
め
セ
ー
ル

ス
を
目
的
と
し
た
催
し
で
は
な
い
か
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
や
、口
腔
衛
生
に
関
心
を
も
つ
人
は
ま
だ
少

な
い
た
め
、人
が
集
ま
る
の
か
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た
。し
か
し
、二
代
目
富
次
郎
は
「
口
腔
衛
生
へ
の

関
心
を
高
め
る
こ
と
は
、国
民
の
健
康
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、と
く
に
、次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
康
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
」と
い
う
強
い
信
念
か
ら
、計
画
を
推
進
し
た
。

そ
れ
は
、講
演
会
か
ら
始
ま
っ
た

1
9
1
3
年
、東
京
基
督
教
青
年
会
館
で

開
催
さ
れ
た「
第
1
回
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
」。

第
1
回「
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
」開
催

※1908年、小林富次郎商店から、小林商店に社名変更
20



　

講
演
会
の
運
営
は
、歯
科
開
業
医
か
ら
小
林
商
店
に
転
じ
た
緑
川
宗
作
と
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
理

事
の
井
上
胤
文
が
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
み
せ
た
。な
る
べ
く
多
く
の
人
々
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、音
楽
演
奏
な
ど
も
取
り
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
練
り
、満
を
持
し
て
1
9
1
3
年（
大
正
2

年
）に「
第
一
回
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
」を
東
京
で
開
催
。充
分
な
準
備
が
奏
功
し
、予
想
以
上
に
集

ま
っ
た
聴
衆
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
に
自
信
を
つ
け
、翌
年
か
ら
は
、全

国
各
地
で
の
巡
回
講
演
を
ス
タ
ー
ト
。初
年
度
の
開
催
数
は
な
ん
と
1
7
5
回
に
も
及
ん
だ
。講

演
会
の
内
容
も
、活
動
写
真
の
上
映
会
も
加
え
る
な
ど
回
を
追
う
ご
と
に
充
実
。開
催
場
所
も
、当

初
は
、市
内
の
集
会
場
な
ど
で
一
般
大
衆
を
対
象
に
行
っ
て
い
た
が
、や
が
て
小
学
校
、女
学
校
、

中
学
校
、各
種
中
等
学
校
を
は
じ
め
、青
年
団
、軍
隊
、工
場
な
ど
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、つ

い
に
は
海
を
越
え
、樺
太
、台
湾
、朝
鮮
、満
州
に
ま
で
活
動
の
範
囲
を
拡
大
し
た
。緑
川
宗
作
は
当

時
の
心
境
を「
静
か
な
池
に
石
を
投
げ
る
と
、小
さ
な
水
の
輪
が
次
第
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
、

私
は
そ
の
小
石
に
な
り
た
い
」と
綴
っ
た
。

　
「
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
」は
、1
9
3
3
年
ま
で
約
20
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、総
開
催

回
数
は
実
に
10
万
9
0
7
8
回
、聴
講
人
員
は
の
べ
5
7
7
1
万
名
に
も
及
ん
だ
。

ラ
イ
オ
ン
講
演
会
を
支
え
た
緑
川
宗
作
。

口
腔
衛
生
の
指
導
が
で
き
る
専
門
家
が
少

な
い
時
代
、小
学
校
で
口
腔
衛
生
の
指
導
を

し
て
い
た
緑
川
は
二
代
目
富
次
郎
と
意
気
投

合
し
、講
演
活
動
の
専
任
講
師
を
務
め
た
。

海
を
越
え
、中
国
、台
湾
で
も
開
催

い
の
う
え 

た
ね
ふ
み

口
腔
保
健
活
動
の
幕
開
け

第
１
章
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こ
の
時
期
に
口
腔
保
健
活
動
を
始
め
た
の
は
、小
林
商
店
だ
け
で
は
な
い
。歯
科
医
師
の
全
国
組

織
で
あ
る
日
本
聯
合
歯
科
医
会（
現
在
の
日
本
歯
科
医
師
会
）も
、口
腔
衛
生
思
想
の
普
及
に
意
欲

を
燃
や
し
、「
第
一
回
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
た
同
じ
年
に
、「
歯
の
衛
生
」と
い
う
小
冊
子

を
発
行
。全
国
の
歯
科
医
師
を
通
し
て
、中
学
生
や
高
等
女
学
校
の
生
徒
、小
学
校
の
教
師
な
ど
に

配
布
し
、大
い
に
活
用
さ
れ
た
。し
か
し
、日
本
聯
合
歯
科
医
会
は
予
算
に
限
り
が
あ
り
、十
分
な
活

動
が
で
き
ず
に
い
る
と
こ
ろ
、二
代
目
・
小
林
富
次
郎
が
年
間
3
0
0
0
円（
現
在
の
価
値
で
約

6
0
0
0
万
円
）を
寄
付
。早
速
こ
れ
を
活
用
し
、口
腔
衛
生
知
識
の
普
及
に
必
要
な
、標
本
、模
型
、

図
表
、映
画
な
ど
を
制
作
し
全
国
各
地
で
、歯
科
衛
生
博
覧
会
や
講
演
会
を
開
催
。本
格
的
な
活
動

を
開
始
し
た
。

　

二
代
目
・
富
次
郎
の
寄
付
は
、日
本
聯
合
歯
科
医
会
の
年
間
予
算
の
倍
以
上
と
い
う
巨
額
な
も
の

で
あ
っ
た
が
、日
本
国
民
に
口
腔
衛
生
思
想
を
普
及
さ
せ
る
に
は
、歯
科
医
師
の
力
が
重
要
だ
と
考

え
た
富
次
郎
は
、そ
の
後
も
毎
年
寄
付
を
続
け
、歯
科
医
会
の
口
腔
保
健
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

そ
の
額
は
7
年
間
で
合
計
約
1
万
円（
現
在
の
価
値
で
約
2
億
円
）に
も
達
し
た
。

歯
科
医
師
会
に
よ
る
口
腔
保
健
活
動

二
代
目
・
富
次
郎
の
寄
付
で
活
動
を
本
格
化

口
腔
保
健
活
動
の
幕
開
け

第
１
章
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第1章を振り返って

受
け
継
が
れ
た
、社
会
奉
仕
の
志
。

　

今
で
こ
そ
、企
業
の
社
会
貢
献
活
動
は
、あ
た
り
前
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、1
0
0
年
前
に
、日
本
で
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
た
企
業
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。「
慈
善
券
付
き
歯
磨
」は

購
入
代
金
の
一
部
を
寄
付
金
と
し
た
も
の
だ
が
、「
ラ
イ
オ
ン
講
演

会
」は
、聴
衆
か
ら
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
な
く
、開
催
に
関
わ
る

費
用
は
す
べ
て
小
林
商
店
が
捻
出
。さ
ら
に
富
次
郎
は
、歯
科
医
会

へ
も
寄
付
を
行
う
な
ど
、経
済
的
な
負
担
は
決
し
て
軽
く
な
か
っ

た
。し
か
し
、人
々
の
幸
福
に
尽
く
し
た
い
と
願
う
創
業
の
志
が
、

全
社
一
丸
と
な
っ
た
熱
い
活
動
を
推
し
進
め
て
い
た
。
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歯科診療の
発展に貢献する

～ 歯科診療活動 ～

第 2 章

小林商店は、「ライオン講演会」などを通して口腔衛生思想の普及に務めるとともに、
歯科診療活動にも進出。国内初の児童向けの歯科診療所の開設や、予防歯科の普及
など、日本の歯科治療の発展に大きく貢献しています。

1927年に開設した
ライオン・デンタルセンター

24



歯
科
診
療
活
動
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日
本
の
近
代
歯
科
医
療
の
幕
開
け

外
国
人
歯
科
医
師
に
学
ん
だ
最
新
医
療

　

小
林
富
次
郎
商
店
が「
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」を
発
売
し
た
1
8
9
0
年
代
、日
本
の
歯
科
診
療
は
、

近
代
化
へ
向
け
た
黎
明
期
に
あ
っ
た
。そ
れ
ま
で
、日
本
で
の
歯
科
治
療
は
、漢
方
医
の
中
で
口

内
の
治
療
を
行
う
者
や
抜
歯
を
専
業
と
し
て
い
た
歯
抜
師
、義
歯
を
製
作
し
て
い
た
入
歯
師
な

ど
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、江
戸
時
代
の
末
期
に
海
外
と
の
交
易
が
始
ま
る
と
、欧
米
の

歯
科
医
師
が
次
々
と
来
日
。横
浜
な
ど
で
居
留
す
る
外
国
人
を
相
手
に
開
業
し
、次
第
に
日
本
人

の
治
療
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、そ
の
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、弟
子
入
り
す
る
日
本

人
も
出
て
き
た
。国
の
近
代
化
を
急
い
で
い
た
明
治
政
府
は
、こ
う
し
た
先
進
的
な
西
洋
医
学
を

い
ち
早
く
取
り
入
れ
よ
う
と
、1
8
7
5
年（
明
治
8
年
）に
西
洋
医
学
を
基
本
と
し
た
医
術
開

業
試
験
を
開
始
。外
国
人
医
師
に
師
事
し
た
小
幡
英
之
助
が
日
本
人
初
の
歯
科
医
師
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、歯
科
医
師
数
は
徐
々
に
増
え
、初
の
全
国
組
織
で
あ
る
大
日
本
歯
科
医
会（
現
在
の
日

本
歯
科
医
師
会
）が
設
立
さ
れ
た
1
9
0
3
年
に
は
、3
9
4
人
。さ
ら
に
1
9
0
7
年
に
は

1
9
1
3
名
と
大
き
く
増
加
し
、全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
主
要
都
市
に
は
歯
科
診
療
所
が
開
設
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。　

1
8
6
0
年
、日
本
に
初
め
て
渡
航
し
て
き
た

米
国
人
歯
科
医
師
W
・
C
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
。

横
浜
で
の
開
業
時
に
、長
谷
川
保
兵
衛
が
助

手
を
務
め
、後
に
歯
科
医
師
と
な
っ
た
。

「
東
京
歯
科
医
師
会
1
0
0
周
年
史
」東
京

歯
科
医
師
会
発
行
よ
り
転
載

お 

ば
た 

え
い 

の  

す
け
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東
京
京
橋
区
山
城
６
番
地（
現
在
の
中
央
区

銀
座
）に
開
設
さ
れ
た「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」。

日
本
に
児
童
専
用
の
歯
科
医
院
を

　

各
地
で
歯
科
診
療
所
が
次
々
と
開
設
さ
れ
る
な
か
、ラ
イ
オ
ン
の
歯
科
診
療
活
動
の
第
一
歩
と

な
っ
た
の
は
、国
内
初
の
児
童
専
門
歯
科
医
院
の
開
設
だ
っ
た
。き
っ
か
け
は
、米
国
に
視
察
に
出

か
け
た
小
林
商
店
の
重
役
・
神
谷
市
太
郎
が
、ボ
ス
ト
ン
の
フ
ォ
ー
サ
イ
ス
児
童
歯
科
治
療
院
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
歯
科
診
療
院
な
ど
、米
国
の
児
童
専
門
の
歯
科
診
療
所
に
深
い

感
銘
を
受
け
た
こ
と
に
あ
る
。「
日
本
に
も
こ
の
よ
う
な
施
設
を
作
り
た
い
」。社
内
に
は
時
期
尚
早

と
の
声
も
あ
っ
た
が
、神
谷
の
熱
意
に
よ
っ
て
1
9
2
1
年
（
大
正
10
年
）「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科

院
」の
開
設
が
発
表
さ
れ
た
。し
か
し
、思
わ
ぬ
こ
と
に
、周
辺
地
域
の
歯
科
医
師
会
か
ら
反
対
の
声

が
上
が
っ
て
し
ま
う
。当
時
は
、第
一
次
大
戦
の
戦
後
恐
慌
下
で
あ
り
、経
営
に
苦
し
む
開
業
医
が

多
か
っ
た
。さ
ら
に
、企
業
に
よ
る
職
域
実
費
診
療
所
も
増
え
始
め
、開
業
医
た
ち
は
こ
の
よ
う
な

歯
科
院
の
増
加
に
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。そ
こ
で
神
谷
は
、ラ
イ
オ
ン
講
演
会
を
担
当
し
て
い

た
緑
川
宗
作
と
と
も
に
開
業
医
を
説
得
し
て
ま
わ
る
。歯
科
院
の
目
的
は
「
子
供
の
歯
の
清
掃
と

む
し
歯
予
防
」で
あ
り
社
会
貢
献
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
粘
り
強
く
訴
え
続
け
、よ
う
や
く
3
ヵ
月

後
に
診
療
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」の
開
設
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関
東
大
震
災
時
に
、「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」

が
開
設
し
た
臨
時
の
無
料
歯
科
診
療
所
。

12
年
間
で
約
54
万
人
の
児
童
を
診
療

　
「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」の
初
代
院
長
に
は
、当
時
小
林
商
店
に
籍
を
置
き
、後
に
学
校

歯
科
活
動
の
普
及
な
ど
に
活
躍
す
る
岡
本
清
纓
が
就
任
。合
計
3 

名
の
歯
科
医
師
に
よ
っ
て

1
9
2
1
年
に
診
療
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。児
童
専
門
の
歯
科
医
院
に
ふ
さ
わ
し
く
、治
療
椅
子
は

児
童
の
体
に
合
わ
せ
た
専
用
椅
子
を
わ
ざ
わ
ざ
輸
入
し
て
設
置
。後
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
も
導

入
す
る
な
ど
設
備
を
徐
々
に
充
実
さ
せ
、専
門
の
歯
科
医
師
も
増
員
。開
設
当
初
は
、1
日
の
患

者
数
は
45
名
程
度
だ
っ
た
が
、1
年
後
に
は
約
1
2
0
名
に
増
加
す
る
な
ど
年
を
追
う
ご
と
に

信
頼
を
深
め
、1
9
3
3
年
ま
で
の
12
年
間
で
の
べ
約
54
万
人
の
児
童
を
診
療
し
た
。

　

1
9
2
3
年
9
月
1
日
、東
京
を
襲
っ
た
大
地
震
は「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」に
も
甚
大
な
被
害

を
与
え
た
。歯
科
院
は
、屋
上
に
翻
っ
て
い
た
シ
ン
ボ
ル
旗
も
ろ
と
も
焼
け
落
ち
る
惨
状
と
な
っ
た

が
、ス
タ
ッ
フ
の
総
意
で
、自
ら
の
復
興
よ
り
市
民
の
救
援
活
動
を
優
先
。急
遽
、歯
科
救
護
班
3
班

を
組
織
し
、東
京
市
内
3
ヵ
所
で
1
ヵ
月
間
、無
料
歯
科
診
療
所
を
開
設
し
た
。テ
ン
ト
張
り
の
簡
易

な
施
設
で
あ
り
な
が
ら
、約
7
2
0
0
名
の
被
災
者
を
診
療
し
人
々
に
安
心
を
届
け
た
。

関
東
大
震
災
の
救
援
活
動 お

か
も
と 

き
よ 

ふ
さ
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口
腔
衛
生
婦
も
活
躍
す
る「
ラ
イ
オ
ン
児
童

歯
科
院
」の
治
療
の
よ
う
す
。

　
「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」は
、院
内
で
診
療
を
行
う
だ
け
で
な

く
、口
腔
保
健
活
動
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
。学
校
教
職
員
へ
の
指
導
や
巡
回
診
療
、ラ
イ
オ
ン
子
供

大
会
な
ど
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
。ま
た
日
本
で
初
め
て
、

現
在
の
歯
科
衛
生
士
に
あ
た
る
口
腔
衛
生
婦
の
育
成
を
行
っ
た

の
も「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」の
偉
業
の
ひ
と
つ
。当
時
の
米
国

で
は
、口
腔
衛
生
婦
が「
準
歯
科
医
」と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、い
ず
れ
日
本
で
も
そ
の
よ
う
な
人
材
が
必
要
に
な
る
と
予

想
し
、解
剖
学
、病
理
学
、看
護
学
な
ど
の
専
門
授
業
を
行
う
養
成

コ
ー
ス
を
開
設
。1
9
2
2
年（
大
正
11
年
）か
ら
1
9
3
8
年
ま

で
に
29
名
の
口
腔
衛
生
婦
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。こ

れ
は
1
9
4
9
年
に
、国
が
歯
科
衛
生
士
の
養
成
を
開
始
す
る
実

に
20
年
以
上
も
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

大女優 山本安英が口腔衛生婦として活躍

1922年、歌舞伎俳優二代目市川左団次主宰の「現代

劇女優養成所」に所属していた山本安英は、舞台稽古

をしながらライオン児童歯科院で口腔衛生婦として

活躍。その後、戯曲「夕鶴」で文部大臣賞を受けるなど

本格的な舞台女優として羽ばたいていった。

日
本
初
「
口
腔
衛
生
婦
」の
育
成

国
の
施
策
を
20
年
も
先
行

歯
科
診
療
活
動
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大
阪
市
に
開
設
さ
れ
た
中
山
太
陽
堂
・
口

腔
衛
生
研
究
所
の
診
療
室
。

「
ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ス
1
0
0
年
史
・
百
花

繚
乱
」（
株
）ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ス
発
行

よ
り
転
載
。

ひ
ろ
が
る
、民
間
企
業
の
活
動

ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ス
に
よ
る
口
腔
保
健
活
動

　

大
正
時
代
の
後
期
に
な
る
と
、口
腔
保
健
活
動
の
輪
は
、次
第
に
他
の
ハ
ミ
ガ
キ
メ
ー
カ
ー
に

も
広
が
っ
て
い
っ
た
。な
か
で
も「
ク
ラ
ブ
歯
磨
」を
発
売
し
て
い
た
中
山
太
陽
堂（
現
・（
株
）

ク
ラ
ブ
コ
ス
メ
チ
ッ
ク
ス
）は
、1
9
2
3
年
に
中
山
文
化
研
究
所
内
に
口
腔
衛
生
研
究
所
を

設
立
し
、多
彩
な
活
動
を
展
開
。子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
歯
磨
き
奨
励
活
動
を
主
体
に
、

全
国
各
地
で
学
校
巡
回
歯
科
診
療
を
実
施
し
た
ほ
か
、会
社
事
務
所
や
工
場
、軍
隊
な
ど
を
訪
問

し
、口
腔
衛
生
に
関
す
る
講
演
や
映
画
上
映
を
行
っ
た
。さ
ら
に
、1
9
2
7
年
頃
か
ら
は
、歯
科

診
療
の
器
具
を
備
え
付
け
た
自
動
車
で
、全
国
の
学
校
を
巡
回
す
る
ク
ラ
ブ
自
動
車
歯
科
診
療
班

の
活
動
も
開
始
し
て
い
る
。

　

ま
た
、歯
科
医
療
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
る
女
性
の
た
め
に
、歯
科
医
学
と
口
腔
衛
生
に

関
す
る
知
識
と
技
術
の
指
導
を
行
っ
た
ほ
か
、中
山
太
陽
堂
の
本
社
が
あ
っ
た
大
阪
で
は
、歯
科

診
療
所
も
開
設
。保
存
歯
科
、口
腔
外
科
、小
児
歯
科
、X
光
線
科
も
備
え
た
総
合
歯
科
医
院
と
し

て
活
動
を
行
っ
て
い
た
。中
山
文
化
研
究
所
は
、1
9
5
4
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、そ
の
活
動
は
、

日
本
の
口
腔
保
健
活
動
の
歴
史
に
確
か
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

歯
科
診
療
活
動
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1
9
2
7
年
に
四
谷
に
移
転
し
た「
ラ
イ
オ
ン

児
童
歯
科
院
」。

　

関
東
大
震
災
の
後
、「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」は
、1
9
2
7
年（
昭
和
2
年
）に
四
谷
区
四
谷
見

附
へ
移
転
。設
備
を
一
層
充
実
さ
せ
、設
立
当
初
の
夢
で
あ
っ
た
治
療
科
、充
填
科
、矯
正
科
、X
線

科
と
い
う
児
童
歯
科
診
療
の
す
べ
て
を
カ
バ
ー
で
き
る
診
療
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。ま

た
、口
腔
衛
生
思
想
の
さ
ら
な
る
普
及
を
め
ざ
し
て
、指
導
機
関
で
あ
る「
ラ
イ
オ
ン
・
デ
ン
タ
ル
セ

ン
タ
ー
」を
院
内
に
開
設
。歯
周
病
予
防
の
た
め
の
口
腔
清
掃
や
歯
石
除
去
の
普
及
に
力
を
注
い

だ
。こ
れ
が
、現
在
大
き
な
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
予
防
歯
科
活
動
の
始
ま
り
で
あ
り
、

2
0
1
3
年
に
東
京
駅
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
グ
ラ
ン
ト
ウ
キ
ョ
ウ
オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」に
つ
な
が
る
源
流
で
も
あ
る
。

　
「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」は
、そ
の
後
、第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
物
資
不
足
に
よ
り
、や
む
を

得
ず
活
動
を
停
止
。そ
の
役
割
は
、1
9
6
4
年
に
誕
生
し
た「（
財
）ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究

所
」へ
受
け
継
が
れ
た
。

時
代
を
先
取
る
予
防
歯
科
の
は
じ
ま
り

「
ラ
イ
オ
ン
・
デ
ン
タ
ル
セ
ン
タ
ー
」開
設

「
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
」設
立

歯
科
診
療
活
動
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新
宿
・
京
王
百
貨
店
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ラ
イ
オ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
診
療
所
」。

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
歯
科
セ
ン
タ
ー
へ

　
「（
財
）ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
」は
、非
営
利
で
口
腔
衛
生
に
関
す
る
研
究
を
行
う
研
究

部
、各
種
団
体
へ
の
健
康
指
導
な
ど
を
行
う
事
業
部
、子
ど
も
専
門
の
診
療
・
相
談
を
行
う
診
療

部
か
ら
構
成
さ
れ
、1
9
6
4
年
に
は
、活
動
の
一
環
と
し
て
新
宿
の
京
王
百
貨
店
に「
ラ
イ
オ

ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
診
療
所
」を
開
設
し
た
。歯
科
医
15
名
、歯
科
衛
生
士
15
名
を
は
じ
め
と
す

る
充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
陣
と
、最
新
鋭
の
診
察
台
10
台
を
備
え
た「
ラ
イ
オ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯

科
診
療
所
」は
、開
設
と
と
も
に
連
日
大
盛
況
と
な
り
、所
員
た
ち
は
あ
ま
り
の
忙
し
さ
に
う
れ

し
い
悲
鳴
を
上
げ
た
。来
所
者
の
中
に
は
、1
9
2
1
年
に
開
設
さ
れ
た
初
代「
ラ
イ
オ
ン
児
童

歯
科
院
」で
治
療
を
受
け
た
老
人
が
、孫
の
手
を
引
い
て
や
っ
て
来
る
光
景
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

ラ
イ
オ
ン
の
児
童
歯
科
診
療
が
、社
会
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
当
時
、予
防
・
診
療
と
研
究
活
動
を
兼
ね
備
え
た
施
設
は「
ラ
イ
オ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

診
療
所
」を
含
め
て
、世
界
に
わ
ず
か
4
ヵ
所
し
か
な
く
、さ
ら
に
1
9
6
6
年
に
は
、5
番
目
の

施
設
と
し
て
名
古
屋
に「
ラ
イ
オ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
診
療
所
」が
誕
生
。ラ
イ
オ
ン
の
歯
科
診

療
所
は
、日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
施
設
で
も
あ
っ
た
。

歯
科
診
療
活
動
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そ
の
後
も
、ラ
イ
オ
ン
の
歯
科
診
療
活
動
は
進
化
を
続
け
、1
9
7
1
年（
昭
和
46
年
）に
は

子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
に
特
化
し
た「
大
阪
ラ
イ
オ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
」を
現
・
ラ
イ
オ

ン（
株
）大
阪
オ
フ
ィ
ス
の
1
階
に
開
設
。現
在
で
は
成
人
も
対
象
に
し
た
豊
富
な
診
療
メ
ニ
ュ
ー

を
揃
え
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
家
族
一
緒
に
通
え
る「
大
阪
予
防
歯
科
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」へ
と

発
展
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ラ
イ
オ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
診
療
所
」は
、新
宿
・
京
王
百
貨
店
か
ら
目
黒
に
移
転

し
た
後
、2
0
1
4
年
に「
東
京
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」に
改
称
し
て
五
反
田
駅
前
に
移
転
。

車
椅
子
で
入
れ
る「
ケ
ア
ル
ー
ム
」や
、血
圧
・
心
電
図
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
治
療
が
受
け

ら
れ
る「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
」な
ど
、最
新
設
備
を
完
備
。一
人
ひ
と
り
の
む
し
歯
や
歯
周
病
に

な
る
危
険
度
を
調
ベ
て
治
療
や
予
防
を
行
う
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
診
療「
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

デ
ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
」も
開
始
し
た
。さ
ら
に
、歯
科
専
門
家
向
け
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に

開
催
し
、歯
科
専
門
家
の
資
質
向
上
や
技
術
向
上
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、歯
科
診
療
の
進
化
へ

向
け
た
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

さ
ら
に
進
化
す
る
歯
科
診
療
活
動

歯
科
専
門
家
の
資
質
向
上
に
も
貢
献

最
先
端
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
診
療
を
行
う

「
東
京
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」。

歯
科
診
療
活
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第2章を振り返って

お
口
の
健
康
は
ラ
イ
オ
ン
が
守
る
。

　

企
業
が
社
会
貢
献
活
動
の
中
で
、本
来
の
事
業
領
域
を
超
え

て
、医
療
分
野
に
ま
で
進
出
す
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。ラ
イ
オ
ン
は
、そ
れ
を
い
ま
か
ら
約
1
0
0
年
前

に
行
い
、し
か
も
日
本
初
の
児
童
専
門
歯
科
院
を
開
設
す
る
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。人
々
の
幸
福
に
奉
仕
し
よ
う

と
願
う
先
人
た
ち
の
高
い
志
と
、未
知
の
分
野
へ
も
果
敢
に
挑

戦
す
る
勇
気
が
、日
本
の
歯
科
医
療
を
リ
ー
ド
し
、多
く
の

人
々
の
歯
と
健
康
を
支
え
て
き
た
の
で
す
。

歯
科
診
療
活
動

第
２
章
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子どもたちを
むし歯から守る
～ 学童向け口腔保健活動 ～

第 3 章

第2章で紹介した歯科診療活動と同時期にスタートした学童向けの口腔保健活動。
子どもたちに正しい歯みがき習慣を身に付けてもらうため、「学童歯みがき大会」を
中心に、日本各地で行われた多彩な活動をご紹介しましょう。

童画家の河目悌二による

「朝と寝る前の歯磨き」を呼びかけるチラシ
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学
童
向
け
口
腔
保
健
活
動

第
３
章

児
童
の
む
し
歯
保
有
率
96
%

小
学
校
教
職
員
向
け
の
講
習
会
も
開
催

小
学
校
教
職
員
向
け
の
講
習
会
。定
員
を

2
0
0
名
と
し
、4
日
間
に
わ
た
っ
て
密
度
の

濃
い
講
習
が
行
わ
れ
た
。

　

明
治
以
降
の
急
速
な
食
生
活
の
変
化
で
、最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
。

温
か
く
て
柔
ら
か
く
、甘
い
食
べ
物
が
増
え
た
こ
と
で
明
治
後
期
に
は
、児
童
の
む
し
歯
保
有

数
が
な
ん
と
96
%
に
達
し
、重
度
の
む
し
歯
に
苦
し
む
子
ど
も
も
少
な
く
な
か
っ
た
。「
こ
の
ま

ま
で
は
、む
し
歯
で
国
が
滅
び
て
し
ま
う
」。強
烈
な
危
機
感
が
、小
林
商
店
を
児
童
向
け
の
口

腔
衛
生
活
動
へ
と
駆
り
立
て
た
。

　

ま
ず
、1
9
1
3
年（
大
正
2
年
）か
ら
始
め
て
い
た「
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
」を
全
国
の
小
中
学

校
へ
も
拡
大
。子
ど
も
た
ち
に
歯
み
が
き
の
大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
っ
た
。さ
ら

に
、指
導
者
へ
の
教
育
も
必
要
だ
と
考
え
、1
9
1
8
年
か
ら
全
国
の
小
学
校
教
職
員
向
け
の
口

腔
衛
生
講
習
会
を
東
京
で
開
催
。地
方
か
ら
の
参
加
を
促
す
た
め
、小
林
商
店
が
東
京
ま
で
の
旅

費
の
半
額
を
負
担
す
る
と
い
う
破
格
の
待
遇
で
あ
っ
た
た
め
、毎
回
多
数
の
教
職
員
が
参
加
し

た
。講
習
会
は
、関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
1
9
2
3
年
ま
で
毎
年
行
わ
れ
、そ
の
後

の
学
校
歯
科
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
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学
童
向
け
口
腔
保
健
活
動

第
３
章

ライオンの

ユニークな宣伝活動 ②

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
歯
み
が
き
習
慣
を

美
人
画
が
有
名
な
近
代
日
本
画
家
の
巨
匠
。1
9
5
4
年
に
文
化
勲
章
受
賞
。

※
1 

鏑
木
清
方（
1
8
7
8
　
1
9
7
2
年
）

「
子
ど
も
の
心
に
ふ
れ
る
絵
」の
創
造
を
め
ざ
し
て
、童
心
を
巧
み
に
表
現
し
た
画
風
で
独
自
の
世
界
観
を
作
り
上
げ
た
。

※
2 

武
井
武
雄（
1
8
9
4
　
1
9
8
3
年
）

　
当
時
の
ハ
ミ
ガ
キ
に
は
大
人
用
の
刺
激
の
強
い
物
し
か
な
か
っ
た
た
め
、小
林
商
店
は
、

歯
牙
も
未
完
成
な
幼
児
に
効
果
的
な
薬
剤
を
配
合
し
、色
や
香
味
も
子
ど
も
た
ち
の
好
み

に
合
わ
せ
て「
ラ
イ
オ
ン
コ
ド
モ
ハ
ミ
ガ
キ
」を
開
発
。さ
ら
に
、子
ど
も
た
ち
に
、楽
し
み

な
が
ら
歯
磨
き
の
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
、絵
本
や
し
お

り
な
ど
の
付
録
を
付
け
て
1
9
1
3
年（
大
正
2
年
）に
販
売
開
始
し
た
。作
画
は
、当
時
活

躍
し
て
い
た
日
本
画
の
巨
匠
、鏑
木
清
方（※

1
）や
、子
ど
も
向
け
雑
誌
な
ど
で
活
躍
し
た

童
画
家
、武
井
武
雄（※

2
）ら
に
依
頼
。歯
み
が
き
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
子
ど
も

の
情
操
教
育
に
も
役
立
つ
と
高
い
評
価
を
得
た
。

● 

多
彩
な
付
録
で
魅
了
す
る「
ラ
イ
オ
ン
コ
ド
モ
ハ
ミ
ガ
キ
」
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10
年
間
・
２
万
校
・
２
６
０
０
万
人

「
歯
磨
教
練
」で
正
し
い
み
が
き
方
を
指
導

大
正
時
代
の「
歯
磨
教
練
」の
よ
う
す
。

1
9
1
0
年
代
に
米
国
で
行
わ
れ
て
い
た

〝T
o
o
th

b
ru

sh
 D

rill

〞 

と
呼
ば
れ
る

歯
み
が
き
指
導
を
手
本
に
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
歯
み
が
き
方
法
を
覚
え
て
も
ら
う
に
は
、実
際
に
練
習
す
る
の
が

一
番
。そ
ん
な
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
1
9
2
2
年
か
ら
始
ま
っ
た「
歯
磨
教
練
」だ
。

教
練
と
い
う
名
の
通
り
、小
学
校
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
全
員
が
歯
ブ
ラ
シ
を
持
ち
、号
令
に
合

わ
せ
て
体
操
の
よ
う
に
歯
み
が
き
を
練
習
す
る
。当
時
は
、歯
の
み
が
き
方
も
ま
ち
ま
ち
だ
っ

た
の
で
、上
・
下
・
縦
に
使
用
す
る
正
し
い
み
が
き
方
を
指
導
し
た
。

　

さ
ら
に
1
9
2
5
年
か
ら
は「
全
国
学
校
歯
磨
教
練
」と
名
称
を
変
え
、全
国
的
か
つ
組
織

的
な
活
動
へ
と
拡
大
。そ
の
後
も
各
地
で
精
力
的
に
活
動
が
行
わ
れ
、1
9
3
5
年
ま
で
の
約

10
年
間
に
、約
2
万
校
の
小
学
校
で
実
施
し
、参
加
し
た
児
童
総
数
は
の
べ
約
2
6
0
0
万
人

に
達
し
た
。小
学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
報
告
を
見
る
と「
自
発
的
に
歯
を
み
が
く
よ
う
に
な
っ

た
」「
歯
み
が
き
だ
け
で
な
く
、身
辺
を
清
潔
に
す
る
習
慣
が
身
に
付
い
た
」「
今
回
の
運
動
を

き
っ
か
け
に
校
内
に
歯
を
み
が
け
る
洗
面
所
を
設
け
た
」な
ど
の
声
が
多
数
あ
り
、「
歯
磨
教

練
」が
、子
ど
も
た
ち
の
口
腔
衛
生
の
向
上
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

学
童
向
け
口
腔
保
健
活
動

第
３
章
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ま
た
、1
9
2
6
年
に
は
関
西
地
区
で
小
学
校
児
童
口
腔
診
査
会
を
開
催
。小
学
生
の
歯
の

診
査
を
行
い
、優
良
歯
牙
の
所
持
者
1
5
0
0
人
を
選
抜
表
彰
し
た
。こ
の
試
み
は
関
係
者
か
ら

高
い
関
心
を
集
め
、や
が
て
東
京
市
を
は
じ
め
全
国
各
都
市
で
歯
科
医
師
を
中
心
と
し
た
独
自

の
口
腔
診
査
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
心
を
掴
む
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

ラ
イ
オ
ン
歯
磨
児
童
劇
団

健
歯
所
持
者
の
表
彰

「
歯
磨
教
練
」は
幼
い
頃
か
ら
歯
み
が
き
の

習
慣
を
付
け
る
の
に
役
立
っ
た
。

学
童
向
け
口
腔
保
健
活
動

第
３
章

　

大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
、小
林
商
店
で
は
子
ど
も
た
ち
に
歯
み
が
き
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
を
立
て
、全
国
各
地
で
多
彩
な
啓
発
活
動
を

展
開
し
た
。

　

1
9
2
4
年
（
大
正
13
年
）に
は
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
児
童
劇
団
を
結
成
。口
腔
衛
生
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
歯
の
国
も
の
が
た
り
」「
ラ
イ
オ
ン
・
デ
ン
タ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
」な
ど
、芸
術
性
豊
か
な
演

劇
を
公
演
。大
阪
市
の
天
王
寺
公
会
堂
を
皮
切
り
に
、東
京
市
（
現
在
の
東
京
都
）を
は
じ
め
全

国
各
地
で
数
十
回
の
公
演
を
行
い
、子
ど
も
た
ち
に
む
し
歯
予
防
の
大
切
さ
を
伝
え
た
。
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1
9
3
2
年
、日
比
谷
公
園
音
楽
堂
で
行
わ

れ
た
「
第
1
回
学
童
歯
磨
教
練
体
育
大
会
」。

学
童
向
け
口
腔
保
健
活
動

第
３
章

国
に
よ
る
初
の
口
腔
保
健
活
動

む
し
歯
デ
ー
と
学
校
歯
科
医
令

　

日
本
で
初
め
て
、行
政
に
よ
る
口
腔
保
健
活
動
が
行
わ
れ
た
の
は
、「
ラ
イ
オ
ン
講
演
会
」か
ら
7

年
後
の
1
9
2
0
年
の
こ
と
。内
務
省（
現
在
の
総
務
省
、警
察
庁
、国
土
交
通
省
、厚
生
労
働
省
）

は
、当
時
の
児
童
の
三
大
疾
患
で
あ
っ
た
結
核
、ト
ラ
ホ
ー
ム
、む
し
歯
を
テ
ー
マ
に
し
た「
児
童
衛

生
博
覧
会
」を
東
京
で
開
催
。そ
の
中
で
、
11
月
5
日
を「
む
し
歯
デ
ー
」と
定
め
、む
し
歯
予
防
思
想

の
普
及
を
図
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。小
林
商
店
や
歯
科
医
師
会
も
こ
れ
に
積
極
的
に
協

賛
し
て
、街
頭
で
の
P
R
活
動
や
ビ
ラ
配
布
を
行
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、1
9
3
1
年
に
は
、む
し
歯
予
防
な
ど
を
指
導
す
る
学
校
歯
科
医
の
設
置
を
推
奨
す
る「
学
校

歯
科
医
令
」が
公
布
さ
れ
る
な
ど
、国
も
口
腔
保
健
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
む
し
歯
デ
ー
」は
、日
本
歯
科
医
師
会
が
主
催
し
、内
務
省
、文
部
省（
現
在
の
文
部
科
学
省
）

が
支
援
す
る「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」（
6
月
4
日
）と
な
り
、地
方
の
行
政
団
体
か
ら
の
支
援
も
広
が
り
、

年
々
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。小
林
商
店
も
、毎
年「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」に
協
賛
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
、例
年
に
も
増
し
て
盛
大
な
催
し
と
な
っ
た
1
9
3
2
年
に
は
、「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」

に
合
わ
せ
る
形
で「
第
1
回
学
童
歯
磨
教
練
体
育
大
会
」を
東
京
と
大
阪
で
同
時
開
催
し
た
。
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「
第
1
回
学
童
歯
磨
教
練
体
育
大
会
」は
、東
京
で
は
日
比
谷
公
園
音
楽
堂
前
に
お
よ
そ
30
校

1
万
名
、大
阪
で
は
天
王
寺
公
園
に
お
よ
そ
40
校
1
万
5
0
0
0
名
の
児
童
が
参
加
。手
に
手
に

歯
ブ
ラ
シ
を
も
ち
、号
令
に
合
わ
せ
て
一
斉
に
歯
磨
教
練
を
行
う
よ
う
す
は
、さ
な
が
ら
華
麗
な

マ
ス
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
大
迫
力
と
な
り
、大
成
功
と
な
っ
た
。そ
の
後
、日
中
戦
争
が
始
ま
り
、

世
の
中
に
戦
時
色
が
濃
く
な
っ
て
き
て
も「
学
童
歯
磨
教
練
体
育
大
会
」は
、毎
年
継
続
的
に
開

催
さ
れ
た
。と
く
に
、1
9
3
7
年（
昭
和
12
年
）の
第
6
回
は
、「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」10
周
年
で

あ
っ
た
た
め
、戦
時
下
に
も
関
わ
ら
ず
、小
林
商
店
・
口
腔
衛
生
部
と
、学
校
歯
科
医
、学
校
教
職

員
が
数
ヵ
月
前
か
ら
入
念
な
準
備
を
重
ね
、同
年
6
月
5
日
、東
京
・
隅
田
公
園
に
学
童

8
0
0
0
人
を
集
め
た
整
然
た
る
大
会
を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、太
平
洋
戦
争
開
戦
の
前
年
で
あ
る
1
9
4
0
年
は
、紀
元
2
6
0
0
年
と
小
林
商
店
の

創
業
50
周
年
が
重
な
っ
た
た
め
、そ
の
記
念
行
事
と
し
て
、東
京
の
ほ
か
名
古
屋
市（
参
加
児
童
数

4
5
0
0
人
）、静
岡
市（
2
6
0
0
人
）、金
沢
市（
1
万
人
）、桑
名
市（
2
0
0
0
人
）で
も「
歯
磨

教
練
体
育
大
会
」を
敢
行
。東
京
大
会
は
、後
楽
園
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
1
万
人
の
学
童
が
参
加

し
た
が
、そ
の
後
、戦
局
の
悪
化
に
よ
り
12
年
間
中
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

戦
時
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
後
楽
園
ス
タ
ジ
ア
ム
に

1
万
人
の
学
童
が
集
っ
た「
第
9
回
学
童
歯
磨

教
練
体
育
大
会
」

戦
時
下
も
続
く
歯
磨
教
練
体
育
大
会

学
童
向
け
口
腔
保
健
活
動

第
３
章
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空
爆
に
よ
り
焼
失
し
た
本
社
と
東
京
工
場
。

終
戦
の
翌
月
に
は
50
名
を
新
規
採
用
し
、再
建

が
始
ま
っ
た
。

焼
け
野
原
か
ら
の
再
出
発

G
H
Q
に
よ
る
歯
科
衛
生
対
策

　

1
9
4
5
年
8
月
15
日
、長
く
悲
惨
な
戦
争
は
、日
本
全
国
に
深
い
傷
跡
を
残
し
、よ
う
や
く
終
わ

り
を
告
げ
た
。小
林
商
店
も
本
社
や
各
地
の
営
業
所
、工
場
を
焼
失
し
、多
く
の
海
外
拠
点
も
失
っ

た
。小
林
喜
一
社
長
は
、一
日
も
早
く
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
べ
く
、ま
ず
は
従
業
員
た
ち
を
ね
ぎ
ら

い
を
も
っ
て
迎
え
入
れ
、連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部（
G
H
Q
）の
統
制
に
よ
る
不
自
由
な
事

業
環
境
の
中
で
再
生
へ
向
け
た
懸
命
な
努
力
を
始
め
た
。

　

一
方
、G
H
Q
は
、戦
争
に
よ
っ
て
悪
化
し
て
い
た
日
本
の
衛
生
状
態
の
改
善
に
乗
り
出
し
、コ
レ

ラ
や
チ
フ
ス
、結
核
な
ど
と
並
ん
で
、子
ど
も
た
ち
の
歯
科
衛
生
に
つ
い
て
も
対
策
を
指
示
。こ
れ
を

受
け
て
文
部
省
は
、1
9
4
6
年
、都
道
府
県
ご
と
に
歯
科
医
師
と
看
護
婦
に
よ
る
学
校
巡
回
班
を

組
織
し
、全
て
の
学
校
で
全
児
童
の
歯
科
診
察
を
行
う
と
い
う
、日
本
の
公
衆
衛
生
史
上
で
も
最
大

級
の
活
動
を
展
開
し
た
。戦
時
中
は
学
校
歯
科
医
に
よ
る
診
察
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、学
校
巡
回
班
の
活
動
に
よ
り
、戦
後
日
本
の
口
腔
保
健
活
動
は
息
を
吹
き
返
す
こ
と
に
な
っ

た
。ま
た
、診
療
の
中
で
、米
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
フ
ッ
化
物
局
所
塗
布
も
行
わ
れ
、そ
の

普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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終
戦
か
ら
3
年
を
経
て
、復
興
へ
の
道
筋
が
見
え
始
め
た
小
林
商
店
は
、1
9
4
9
年（
昭
和

2
4
年
）、社
名
を「
ラ
イ
オ
ン
歯
磨（
株
）」に
一
新
。新
た
な
成
長
へ
の
決
意
を
内
外
に
示
す
と

と
も
に
、自
ら
の
使
命
で
あ
る
口
腔
保
健
活
動
に
も
再
び
力
を
入
れ
始
め
た
。

　

暮
ら
し
に
落
ち
着
き
が
戻
っ
た
と
は
い
え
、娯
楽
や
文
化
施
設
の
少
な
い
時
代
。口
腔
保
健
活

動
の
専
任
部
署
と
な
っ
た
文
化
部
の
向
井
喜
男
部
長
は
、「
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
、文
化
の

オ
ア
シ
ス
に
な
る
よ
う
な
口
腔
保
健
活
動
を
行
い
た
い
」と
考
え
、講
演
会
と
と
も
に
映
画
会
や

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
、移
動
動
物
園
、子
ど
も
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
、各
地
で
大
盛
況
と
な
っ
た
。移
動
動
物
園
で
は
、派
手
な
装
飾
を
施
し
た
ト
ラ
ッ
ク

5
台
に
、ラ
イ
オ
ン
、ピ
ュ
ー
マ
、ヒ
ョ
ウ
、ク
マ
、サ
ル
、鳥
類
な
ど
を
乗
せ
て
全
国
を
巡
回
。口

腔
衛
生
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
サ
ル
の
曲
芸
、童
話
の
朗
読
、歌
謡
シ
ョ
ー
、夜
の
映
画
上
映

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
人
々
を
魅
了
し
た
。ま
た
、子
ど
も
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、各

地
の
教
育
委
員
会
と
の
後
援
・
共
催
で
、著
名
人
の
講
演
や
映
画
上
映
会
な
ど
を
開
催
。ど
の
会

場
も
児
童
と
父
母
で
満
員
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。

1
9
5
0
〜
5
1
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た

移
動
動
物
園
。

復
興
の
街
に
笑
顔
を
届
け
る

口
腔
保
健
活
動
を
人
々
の
憩
い
の
場
に

学
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け
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腔
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テ
レ
ビ
も
無
か
っ
た

時
代
、子
ど
も
た
ち

か
ら
熱
狂
的
な
歓

迎
を
受
け
た
。

　

1
9
5
2
年
4
月
、東
京
工
場
で
の
盛
大
な
披
露
式
で
、社
員
た
ち
の
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ

た
の
が
戦
後
の
口
腔
保
健
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る「
ラ
イ
オ
ン
・
ヘ
ル
ス
カ
ー
」だ
。そ
の

デ
ザ
イ
ン
は
、「
ラ
イ
オ
ン
煉
歯
磨
」の
デ
ザ
イ
ン
を
模
し
、屋
上
に
は
歯
を
み
が
く
動
物
人
形
を

設
置
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
。全
長
8
・
3
m
、幅
2
・
4
5
m
、高
さ
3
・
1
m
の
大
き
な
車
内
に
は
、

口
腔
保
健
活
動
に
用
い
る
展
示
用
の
パ
ネ
ル
や
映
写
機
を
備
え
た
ほ
か
、児
童
歯
科
診
療
に
必
要

な
す
べ
て
の
設
備
を
搭
載
し
て
い
た
。こ
の「
ラ
イ
オ
ン
・
ヘ
ル
ス
カ
ー
」は
各
地
で
大
人
気
を
博

し
、毎
日
、小
・
中
学
校
2
校
を
訪
問
し
、講
演
、診
療
、映
画
上
映
を
行
う
ほ
か
、販
売
店
を
回
っ
て

販
促
活
動
に
も
協
力
。さ
ら
に
夜
は
、公
園
な
ど
で
野
外
映
写
会
を
開
催
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
い
た
。ス
タ
ッ
フ
は
、ま
だ
舗
装
も
さ
れ
て
い
な
い
で
こ
ぼ
こ
道
を
走

り
な
が
ら
車
内
で
昼
食
を
と
る
忙
し
さ
だ
っ
た
が
、「
そ
ん
な
苦
労
を
苦
労
と
思
わ
な
か
っ
た
の

は
、小
・
中
学
校
や
店
頭
で
、多
大
な
歓
迎
を
受
け
た
か
ら
」と
、体
験
者
は
語
っ
て
い
る
。「
ラ
イ
オ

ン
・
ヘ
ル
ス
カ
ー
」は
3
号
ま
で
製
作
さ
れ
、日
本
全
国
を
津
々
浦
々
ま
で
巡
回
し
た
。

動
く
診
療
所「
ラ
イ
オ
ン
・
ヘ
ル
ス
カ
ー
」登
場
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戦
争
の
影
響
で
1
9
4
1
年（
昭
和
16
年
）か
ら
中
断
し
て
い
た
ラ
イ
オ
ン
歯
磨（
株
）の「
学
童
歯

磨
教
練
体
育
大
会
」も
、1
9
5
3
年
、つ
い
に
感
激
の
再
開
を
果
た
し
た
。高
ら
か
な
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
を
合
図
に
代
々
木
の
外
苑
競
技
場
に
1
万
2
0
0
0
人
の
児
童
が
華
々
し
く
入
場
行

進
を
行
い
、 

ス
タ
ン
ド
は
約
2
万
人
の
見
学
児
童
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。そ
し
て
、楽
団
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
全
員
が
歯
磨
訓
練
を
行
う
光
景
が
13
年
振
り
に
蘇
っ
た
。「
歯
磨
体
操
」に
続
い
て

行
わ
れ
た「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」の
部
で
は
、警
視
庁
音
楽
隊
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
を
は
じ
め
、

米
国
極
東
空
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
飛
行
実
演
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、娯
楽
の
乏
し
い
時
代

に
あ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
る
大
会
と
な
っ
た
。そ
の
後
も
大
会
は
、時
代
に
合
わ
せ
て

内
容
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
、現
在
も「
学
童
歯
み
が
き
大
会
」と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

約
1
0
0
年
前
、9
割
を
超
え
て
い
た
児
童
の
む
し
歯
保
有
率
も
、2
0
1
4
年
に
は
、12
歳
児
の

む
し
歯
経
験
歯
数
の
平
均
が
1
・
0
0
本
と
大
幅
に
減
少
。こ
の
進
歩
に「
学
童
歯
み
が
き
大
会
」を
中

心
と
し
た
ラ
イ
オ
ン
の
活
動
が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
無
い
事
実
で
あ
る
。

待
ち
わ
び
た
学
童
歯
み
が
き
大
会
の
復
活

「
第
10
回
学
童
歯
磨
訓
練
大
会
」

現
在
の
国
立
競
技
場
の
前
身
で
あ
る
外
苑

競
技
場
で
復
活
し
た
学
童
歯
磨
訓
練
大
会
。

従
来
の
名
称
の「
教
練
」は
軍
隊
用
語
で
あ
る

こ
と
か
ら
G
H
Q
の
指
導
で「
訓
練
」へ
と
変

更
さ
れ
た
。
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第3章を振り返って

快
適
な
暮
ら
し
は
、毎
日
の「
よ
い
習
慣
」か
ら
。

　

学
童
向
け
の
口
腔
保
健
活
動
は
、正
し
い
歯
み
が
き
習
慣
の
普
及
が
第
一
の

テ
ー
マ
で
し
た
。幼
い
頃
か
ら
正
し
い
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、将
来
の

健
康
に
つ
な
が
る
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

歯
み
が
き
に
限
ら
ず
、健
康
で
快
適
な
暮
ら
し
は
、毎
日
の「
よ
い
習
慣
」の

積
み
重
ね
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。「
よ
い
習
慣
」を
提
案
し
、定
着
さ
せ
る
こ
と
は
、

健
康
快
適
生
活
産
業
を
標
榜
す
る
現
在
の
ラ
イ
オ
ン
に
と
っ
て
も
重
大
な
使
命

で
す
。先
人
た
ち
が
、工
夫
を
凝
ら
し
て
子
ど
も
た
ち
に
歯
み
が
き
習
慣
を
浸

透
さ
せ
た
よ
う
に
、ラ
イ
オ
ン
は
こ
れ
か
ら
も
、日
々
努
力
を
重
ね
、世
界
の

人
々
の
健
康
で
快
適
な
生
活
習
慣
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
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母子へ職場へ社会へ、
ひろがる活動
～ 成人向け口腔保健活動 ～

第 4 章

学童向けを中心に始まった口腔保健活動は、1920年代に入ると子どもから母親へ、職
場の女性へ、さらに一般成人へと活動の範囲を一気に拡大。多彩なアイデアで、さまざま
な場所で行われた活動を紹介しましょう。

産業歯科予防管理活動
発足会の様子（P51参照）
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人
気
を
集
め
る
衛
生
博
覧
会

人
々
を
驚
か
せ
た
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

　

家
庭
の
主
婦
や
一
般
女
性
を
対
象
に
し
た
口
腔
保
健
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、学

童
歯
磨
教
練
が
全
国
に
広
ま
っ
た
1
9
2
0
年
代
の
こ
と
。こ
の
時
代
は
、病
気
や
健
康
の
知
識

を
写
真
や
標
本
で
見
せ
る
「
衛
生
博
覧
会
」が
各
地
で
人
気
を
博
し
て
い
た
た
め
、小
林
商
店
で

も
人
々
の
関
心
を
集
め
る
知
恵
を
絞
っ
て
、ユ
ニ
ー
ク
な
展
覧
会
を
開
催
し
た
。1
9
2
7
年

（
昭
和
2
年
）に
は
、「
歯
に
関
す
る
趣
味
の
展
覧
会
」と
題
し
て
、古
い
医
学
書
や
文
学
か
ら
伝

説
、迷
信
、風
俗
に
至
る
ま
で
、歯
に
関
す
る
古
今
の
あ
ら
ゆ
る
文
献
・
図
画
を
一
堂
に
集
め
た

企
画
展
を
東
京
の
丸
菱
呉
服
店
で
開
催
。全
国
か
ら
苦
労
し
て
収
集
し
た
多
数
の
展
示
物
は
文

化
芸
術
的
に
も
価
値
が
高
い
も
の
ば
か
り
で
、入
場
者
数
は
、大
阪
、名
古
屋
、京
都
で
の
開
催
も

含
め
10
万
人
に
及
ぶ
大
成
功
と
な
っ
た
。こ
の
と
き
集
め
ら
れ
た
資
料
文
献
は
、後
日
「
よ
は
ひ

草
」全
6
巻
と
し
て
編
集
・
発
行
さ
れ
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、1
9
2
9
年
に
開

催
さ
れ
た「
母
と
子
の
た
め
の
展
覧
会
」で
は
、当
時
の
金
額
で
数
千
円
の
巨
費
を
投
じ
て
製
作

し
た
電
動
の「
工
場
化
せ
る
人
体
模
型
」を
展
示
。内
臓
の
機
能
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す

る
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が
大
好
評
と
な
り
、そ
の
後
全
国
で
巡
回
展
示
さ
れ
た
。

京
都
で
行
わ
れ
た
衛
生
博
覧
会
の
よ
う
す

（
右
）と
、大
い
に
話
題
を
呼
ん
だ「
工
場
化
せ
る

人
体
模
型
」（
左
）。
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戦
後
、日
本
の
口
腔
保
健
活
動
は
、G
H
Q
の
公
衆
衛
生
政
策
に
よ
っ
て
再
び
活
況
を
取
り
戻

す
。そ
の
な
か
で
、新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
が
、母
と
子
を
対
象
と
し
た
口
腔
保
健
活
動

だ
。1
9
4
9
年（
昭
和
24
年
）の
児
童
福
祉
法
の
改
正
で
、初
め
て
乳
幼
児
の
歯
科
検
診
が
行
わ

れ
る
と
、「
子
ど
も
の
歯
を
健
康
に
保
つ
に
は
、ま
ず
母
親
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
」と
の
機
運
が

高
ま
り
、厚
生
省（
現
在
の
厚
生
労
働
省
）と
日
本
歯
科
医
師
会
な
ど
が
1
9
5
2
年
か
ら「
母
と

子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
。 

ラ
イ
オ
ン
歯
磨（
株
）も
口
腔
保
健
活
動
の
一
環
と
し

て
コ
ン
ク
ー
ル
を
協
賛
し
た
。

　
「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」は
、各
地
区
の
歯
科
医
師
会
が
よ
い
歯
の
母
と
子
を
選
び
、

地
域
ご
と
の
選
抜
会
を
経
て
、最
終
選
考
で
入
賞
者
を
決
定
。大
会
が
全
国
規
模
に
拡
大
し
た

1
9
5
3
年
の
第
2
回
大
会
で
は
、厚
生
大
臣（
現
在
の
厚
生
労
働
大
臣
）を
迎
え
て
表
彰
式
を
行

い
、そ
の
後
、東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
盛
大
な
歓
迎
会
を
開
催
。第
1
位
入
賞
者
の
育
児
体
験
談
の

発
表
や
著
名
人
の
講
演
、ゲ
ー
ム
大
会
、映
画
上
映
が
行
わ
れ
、都
内
女
子
高
校
生
、各
種
婦
人
団
体

で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
会
場
は
、楽
し
い
笑
い
声
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
。

「
第
1
回
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」の

ポ
ス
タ
ー（
右
）と
、第
1
回
1
位
入
賞
の

高
松
昌
子
さ
ん
、秀
夫
君（
左
）。

盛
り
上
が
る
戦
後
の
口
腔
保
健
活
動

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
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さ
ら
に
、テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
り
、高
度
経
済
成
長
期
に
突
入
し
た
1
9
5
3
年
。ラ
イ
オ
ン

歯
磨（
株
）は
、口
腔
保
健
活
動
の
質
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、担
当
部
署
で
あ
っ
た
文
化
部
の
人

員
を
増
強
し
口
腔
衛
生
部
へ
と
格
上
げ
。従
来
の
内
務
課
、歯
科
衛
生
課
に
加
え
て
、文
化
・
教
育

課
を
新
設
し
、口
腔
衛
生
に
関
わ
る
広
報
・
教
育
活
動
か
ら
臨
床
指
導
ま
で
幅
広
い
活
動
を
一
貫

し
て
行
え
る
体
制
を
整
え
た
。そ
し
て
、好
景
気
に
よ
る
時
代
の
追
い
風
も
受
け
て
、今
ま
で
に

無
か
っ
た
新
し
い
活
動
を
精
力
的
に
展
開
し
た
。

　

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、1
9
5
3
年
に
鎌
倉
・
由
比
ケ
浜
に
オ
ー
プ
ン
し
た
夏
期
デ
ン
タ

ル
セ
ン
タ
ー「
ラ
イ
オ
ン
歯
の
美
容
室
」だ
。今
で
は
想
像
し
に
く
い
光
景
だ
が
、海
水
浴
客
に
対

し
て
歯
の
健
診
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
大
好
評
を
博
し
た
と
い
う
。そ
の
た
め
翌
年
か
ら
は

日
本
歯
科
衛
生
士
会
が
主
催
し
、ラ
イ
オ
ン
歯
磨（
株
）と
神
奈
川
県
歯
科
医
師
会
が
協
賛
す
る

夏
の
定
例
行
事
と
な
っ
た
。と
く
に
、無
料
の
歯
磨
洗
口
場
が
人
気
で
1
9
5
7
年
の
記
録
に
よ

る
と
1
日
平
均
2
5
8
0
人
が
利
用
し
、の
べ
利
用
者
数
は
7
万
5
0
0
0
人
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
関
西
の
一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
っ
た
大
阪
・
浜
寺
海
水
浴
場
に
も
夏
期
限
定
の
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
を
開
設
。海
岸
に「
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
オ
ン
」の
チ
ュ
ー
ブ
を
模
し
た
巨
大
な
タ
ワ
ー
を
建

設
し
、大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。

海
水
浴
場
に
デ
ン
タ
ル
セ
ン
タ
ー
出
現

由
比
ケ
浜
に
登
場
し
た「
ラ
イ
オ
ン
歯
の
美
容

室
」（
右
）は
、デ
ザ
イ
ン
も
凝
っ
た
造
り
。浜
寺
海

水
浴
場
で
は
、ス
ー
パ
ー
ラ
イ
オ
ン
タ
ワ
ー
の
下

に
人
気
の
歯
磨
洗
口
場
が
設
置
さ
れ
た（
左
）。
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団
地
で
の
巡
回
指
導
の
よ
う
す
。「
た
ん
ぽ
ぽ
号
」

は
2
台
の
衛
生
指
導
車
と
1
台
の
電
源
車
で

活
動
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ「
フ
ラ

ワ
ー
号
」「
ス
カ
イ
号
」「
フ
ル
ー
ツ
号
」と
名
付
け

ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
1
9
5
0
〜
6
0
年
代
に
入
る
と
、今
日
ま
で
続
く
ラ
イ
オ
ン
の
口
腔
保
健
活
動
の

柱
で
あ
る
、母
子
歯
科
保
健
活
動
と
産
業
歯
科
保
健
活
動
が
相
次
い
で
萌
芽
す
る
。ま
ず
、

1
9
5
9
年（
昭
和
34
年
）に
は
、ラ
イ
オ
ン
独
自
の
母
子
歯
科
保
健
活
動「
た
ん
ぽ
ぽ
運
動
」が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。そ
の
名
称
に
は
、美
し
く
、逞
し
い
た
ん
ぽ
ぽ
の
よ
う
に
健
康
な
歯
を

保
っ
て
欲
し
い
と
い
う
ラ
イ
オ
ン
の
熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
、た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
が
風
に
乗
っ

て
広
が
る
よ
う
に
全
国
へ
運
動
を
拡
大
。団
地
や
市
町
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
親
子
を
対

象
に
し
た
歯
み
が
き
指
導
や
、歯
の
健
康
相
談
、歯
へ
の
フ
ッ
素
塗
布
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、

1
9
7
4
年
に
は
運
動
強
化
の
た
め
大
型
の
口
腔
衛
生
普
及
車「
た
ん
ぽ
ぽ
号
」を
投
入
。1
日

に
母
子
7
5
0
組
の
指
導
が
で
き
る「
た
ん
ぽ
ぽ
号
」に
よ
っ
て
運
動
は
一
気
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
し
、東
京
の
あ
る
団
地
で
は
、子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
ほ
と
ん
ど
が「
た
ん
ぽ
ぽ
号
」に
乗
車
す

る
な
ど
、人
々
の
歯
の
健
康
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

ま
た
、1
9
8
6
年
に
は
12
年
間
活
躍
し
た「
た
ん
ぽ
ぽ
号
」に
替
わ
っ
て「
ド
リ
ー
ム
号
」が

登
場
。最
新
鋭
の
設
備
機
器
で
活
動
を
さ
ら
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

た
ん
ぽ
ぽ
の
よ
う
に
強
く
美
し
く

母
子
歯
科
保
健
活
動「
た
ん
ぽ
ぽ
運
動
」の
始
ま
り

成
人
向
け
口
腔
保
健
活
動
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「
さ
く
ら
ん
ぼ
運
動
」に
は
、さ
く
ら
ん
ぼ
の

よ
う
な
は
ち
き
れ
そ
う
な
健
康
を
保
っ
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

大
好
評
、職
場
で
の
歯
科
相
談

働
く
女
性
の
た
め
の「
さ
く
ら
ん
ぼ
運
動
」

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
運
動
」に
続
い
て
1
9
6
1
年
に
は
、日
本
初
の
職
域
で
の
口
腔
保
健
活
動「
さ
く

ら
ん
ぼ
運
動
」が
始
ま
っ
た
。対
象
は
働
く
す
べ
て
の
人
々
だ
が
、と
く
に
、こ
れ
か
ら
母
親
に
な

る
若
い
女
性
に
対
し
て
、早
期
に
口
腔
衛
生
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
た
。

活
動
は
大
阪
支
店
で
関
西
電
力（
株
）の
営
業
所
巡
回
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、検
診
、歯
科
相
談
、

ス
ケ
ー
リ
ン
グ（
歯
石
除
去
）な
ど
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、1
日
平
均
1
3
0
人
の
受
診
者
が
あ
り
、

8
営
業
所
で
合
計
1
0
4
0
人
が
受
診
す
る
な
ど
予
想
外
の
大
好
評
と
な
っ
た
。ま
た
、名
古
屋

支
店
で
も
三
井
銀
行
を
皮
切
り
に
各
社
の
巡
回
を
始
め
る
な
ど
活
動
の
輪
が
拡
大
。会
社
側

か
ら
も
従
業
員
か
ら
も
極
め
て
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た
た
め
、1
9
7
1
年
に
は
参
加
企
業

1
0
5
5
社
の
中
か
ら
、と
く
に
口
腔
衛
生
に
熱
心
な
24
社
が
集
ま
っ
て「
産
業
歯
科
予
防
管
理

グ
ル
ー
プ
」を
結
成
。運
動
の
組
織
化
と
一
層
の
内
容
充
実
が
図
ら
れ
た
。そ
の
後
も「
さ
く
ら
ん
ぼ

運
動
」は
、全
国
各
地
の
職
場
へ
広
が
り
、現
在
も
産
業
歯
科
保
健
活
動
と
し
て
働
く
人
々
の
歯

の
健
康
に
貢
献
し
て
い
る
。

成
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こ
の
時
代
ま
で
、ラ
イ
オ
ン
の
口
腔
保
健
活
動
は
、口
腔
衛
生
部
と
、1
9
6
4
年（
昭
和
39

年
）に
設
立
さ
れ
た（
財
）ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所（L

ion D
ental C

enter 

略
称:

L
D
C
）

が
連
携
し
て
行
っ
て
い
た
が
、1
9
8
4
年
に
活
動
の
強
化
と
効
率
化
を
図
る
た
め
口
腔
衛
生

部
を
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
に
統
合
。こ
れ
以
降
、す
べ
て
の
活
動
は
公
共
性
の
強
い
ラ
イ

オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
は
、1
9
9
4
年
の
設
立
30
周
年
を
記
念
し
て
、略
称
を

L
D
H（T

he L
ion F

oundation for D
ental H

ealth

）に
変
更
。11
月
26
〜
27
日
の
2
日

間
、東
京
歯
科
大
学
血
脇
記
念
ホ
ー
ル
に
て
国
内
外
の
著
名
な
学
者
を
招
い
た「
設
立
30
周
年
記

念
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。歯
科
医
師
の
べ
4
0
0
名
以
上
が
集
う
な
か
、「
8
0
2
0
運
動
、

う
蝕
・
歯
周
病
へ
の
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
テ
ー
マ
に
、熱
の
こ
も
っ
た
講
演
や
質
疑
が
行
わ

れ
た
。ま
た
、セ
ミ
ナ
ー
の
初
日
に
は
、ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、

2
0
0
名
を
超
え
る
口
腔
衛
生
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
一
大
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

新
し
い
時
代
に
、新
し
い
活
動
を

「
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
」へ
活
動
を
一
本
化
　

新
宿
・
京
王
百
貨
店
に
L
D
C
が
開
設
し
た

「
ラ
イ
オ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
診
療
所
」。患

者
の
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
、背
後
か
ら
抱

く
よ
う
な
姿
勢
で
診
療
す
る
な
ど
新
し

い
試
み
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
。
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ま
た
、1
9
9
0
年
代
に
入
る
と
ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
は
、長
年
続
く「
学
童
歯
み
が

き
大
会
」や「
た
ん
ぽ
ぽ
運
動
」な
ど
一
般
の
人
々
へ
の
啓
発
活
動
に
加
え
て
、「
口
腔
保
健
の
指

導
者
育
成
」と
い
う
新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
挑
戦
を
始
め
た
。

　

そ
の
第
一
弾
と
な
っ
た
の
が
1
9
9
2
年
か
ら
毎
年
1
月
に
開
催
し
て
い
る「
ラ
イ
オ
ン 

N
e
w  

Y
e
a
r 

セ
ミ
ナ
ー
」だ
。こ
れ
は
、歯
科
衛
生
士
の
資
質
向
上
を
目
的
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

で
、歯
科
衛
生
士
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
技
能
を
詳
し
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、口
腔
保
健
の
最

新
情
報
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。日
本
歯
科
衛
生
士
会
と
日
本
歯
科
医
師
会（
1
9
9
7

年
か
ら
）の
後
援
を
受
け
、現
在
で
は
公
益
社
団
法
人
日
本
歯
科
衛
生
士
会
第
3
次
生
涯
研
修
制

度
の「
特
別
研
修
指
定
セ
ミ
ナ
ー
」の
ひ
と
つ
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

ま
た
1
9
9
3
年
に
は
、ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
の
ベ
テ
ラ
ン
歯
科
衛
生
士
が
学
校
関

係
者
や
歯
科
関
係
者
に
対
し
て
講
演
を
行
う「
な
で
し
こ
活
動
」が
始
動
。「
8
0
2
0
運
動
」「
咀

嚼
と
生
活
習
慣
病
予
防
」「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」な
ど
生
涯
歯
科
保
健
を
テ
ー
マ
に
全
国
各
地

で
講
演
を
行
い
、口
腔
保
健
の
レ
ベ
ル
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

直
接
指
導
か
ら
指
導
者
育
成
へ

「
第
1
回
ラ
イ
オ
ン 

N
e
w       

Y
e
a
r 
セ
ミ
ナ
ー
」。

以
降
、毎
年
1
月
に
継
続
的
に
開
催
さ
れ
、

2
0
1
5
年
に
は
第
24
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
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ライオンの

ユニークな宣伝活動 ③

● 

ビ
ー
ト
ル
ズ
か
ら
ラ
イ
オ
ン
奥
様
劇
場
ま
で

テ
レ
ビ
時
代
を
制
す
る
広
告
王
の
血
統 

　
小
林
富
次
郎
商
店
の
創
業
以
来
、各
時
代
の
最
適
な
メ
デ
ィ
ア
を
効
果
的
に
活
用
し
て
き
た

ラ
イ
オ
ン
は
、テ
レ
ビ
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
1
9
5
0
年
代
後
半
も
そ
の
実
力
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
た
。

　
と
く
に
業
界
の
注
目
を
集
め
た
の
が
、ラ
イ
オ
ン
歯
磨（
株
）と
ラ
イ
オ
ン
油
脂（
株
）が
オ
ー

ル
ラ
イ
オ
ン
と
し
て
共
同
で
番
組
提
供
を
行
う
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
宣
伝
だ
。前
例
の
無
い
試
み
の

た
め
当
初
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、粘
り
強
い
交
渉
の
末
、1
9
6
2
年（
昭
和
37
年
）に

1
時
間
の
連
続
ド
ラ
マ「
ア
ウ
ト
ロ
ー
」を
全
国
放
送
。こ
れ
以
降「
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
」「
逃
亡

者
」「
水
曜
ナ
イ
タ
ー
」「
ラ
イ
オ
ン
奥
様
劇
場
」な
ど
高
視
聴
率
番
組
を
次
々
と
放
送
し
た
。ま

た
、1
9
6
6
年
の
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
来
日
公
演
も
、ラ
イ
オ
ン
歯
磨
・
油
脂
の
単
独
ス
ポ
ン

サ
ー
で
開
催
。武
道
館
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、後
日
の
テ
レ
ビ

放
送
が
日
本
の
テ
レ
ビ
史
に
残
る
視
聴
率
56
・
5
％（
ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ
・
関
東
地
区
調
べ
）を
記

録
す
る
な
ど
、つ
ね
に
挑
戦
的
な
活
動
で
大
き
な
宣
伝
効
果
を
あ
げ
た
。

武道館でのビートルズ公演チケット。
協賛としてライオン歯磨、ライオン油脂の名が記されている。
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第4章を振り返って

愛
の
精
神
の
実
践
。

　

昭
和
初
期
か
ら
始
ま
っ
た
大
人
向
け
の
口
腔
保
健
活
動
は
、ど
れ
も
ア
イ
デ
ア

に
あ
ふ
れ
た
斬
新
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。「
口
腔
衛
生
博
覧
会
」や
海
水
浴
場
で

の「
歯
の
美
容
室
」の
ほ
か
、啓
発
用
の
フ
ル
カ
ラ
ー
映
画「
星
は
見
て
い
る
」や
、劇

場
で
の「
母
と
子
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
」、歯
科
医
院
用
の「
口
腔
衛
生
カ
レ
ン

ダ
ー
」制
作
な
ど
、あ
の
手
こ
の
手
の
多
彩
な
活
動
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、人
々
の
健
康
に
奉
仕
し
た
い
と
い
う
ラ
イ
オ
ン
の
熱
い
想
い
の
現
れ
で

あ
り
、創
業
以
来
の
社
是
で
あ
る「
愛
の
精
神
の
実
践
」そ
の
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。
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これからの
オーラルケア
～ ライオンがめざす未来 ～

第 5 章

少子化、高齢化が急速に進み、今までとは全く異なる社会環境の中で、これからの口腔
保健活動はどうあるべきか? 最終の第5章では、過去から未来へと視線を移し、次の
100年、ライオンがめざす口腔保健活動の青写真をご紹介します。
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ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来

第
5
章

国
民
運
動
へ
の
ひ
ろ
が
り

口
腔
保
健
活
動
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

　

1
9
1
3
年
（
大
正
2
年
）か
ら
、口
腔
保
健
活
動
に
努
め
て
き
た
ラ
イ
オ
ン
。そ
の
長
く
地
道

な
活
動
に
よ
っ
て
、今
や
口
腔
保
健
活
動
は
、国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
政
が
推
進
す
る
時
代

に
な
っ
た
。1
9
8
9
年
に
は
、厚
生
省
が
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
の
保
持
を
目
的
と
す
る

「
8
0
2
0
運
動
」を
提
言
。さ
ら
に
、「
健
康
日
本
21
」（
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
）

が
2
0
0
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、そ
の
法
的
基
盤
で
あ
る
健
康
増
進
法
の
中
で
「
歯
の
健
康
の
保

持
」が
大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。さ
ら
に
厚
労
省
は
2
0
0
9
年
、「
8
0
2
0
運
動
」の

一
層
の
推
進
を
め
ざ
し
、ひ
と
口
30
回
以
上
噛
む
こ
と
を
目
標
と
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
噛

ミ
ン
グ
30
」を
作
成
。よ
り
健
康
な
生
活
の
た
め
に
、国
民
へ
の
広
い
浸
透
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

ま
た
、2
0
1
1
年
、日
本
歯
科
医
師
会
が
長
年
成
立
を
め
ざ
し
て
き
た
「
歯
科
口
腔
保
健
法
」

が
制
定
。こ
れ
は
、「
口
腔
の
健
康
は
、心
身
の
健
康
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
国
民
保
健
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、歯
科
疾
患
の
予
防
等
に
よ
る
口
腔
の
健
康
保
持
・
推
進
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
」を
目
的
と
し
た
「
基
本
法
」で
あ
り
、国
が
人
々
の
歯
の
健
康
に
責

任
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
意
義
深
い
も
の
と
な
っ
た
。
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国
や
行
政
に
よ
る
口
腔
保
健
活
動
が
活
発
化
す
る
中
で
、ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
は
、

2
0
1
0
年（
平
成
22
年
）に
公
益
財
団
法
人
の
認
定
を
取
得
。新
た
な
社
会
的
責
任
を
担
い
、歯
の

健
康
へ
の
一
層
の
貢
献
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。と
く
に
、日
本
で
は
高
齢
社
会
へ
の
対
応
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
が
、80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
保
持
し
て
い
る
人
は
ま
だ
約
40
％
に
過
ぎ
な
い
。こ
の

改
善
に
は
、従
来
の
よ
う
な
む
し
歯
予
防
だ
け
で
な
く
、生
涯
に
わ
た
っ
て「
健
康
な
口
腔
を
保
つ
」

取
り
組
み
が
必
要
に
な
る
。ま
た
、歯
周
病
と
全
身
健
康
と
の
関
連
性
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、歯

の
健
康
が
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
欠
か
せ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、ラ
イ
オ
ン
は
、「
健
や
か
な
口
が
身
体
と
心
を
美
し
く
す
る
」=「
健
口
美
」と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
を
掲
げ
、「
食
べ
る
」「
話
す
」「
笑
う
」な
ど
、日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
も
つ
口
腔
の

ケ
ア
意
識
を
高
め
る
活
動
を
展
開
。Oral H

ealth

・O
ral B

eauty

・Com
m
unication

を
健
全
に

保
て
る
よ
う
適
切
な
ケ
ア
を
指
導
す
る
こ
と
で
、心
と
体
の
健
康
増
進
を
図
り
、健
康
寿
命
の
延
伸

と
Q
O
L
向
上
を
め
ざ
し
て
い
く
。ま
た
、こ
う
し
た
活
動
を
60
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
す
る
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
別
に
展
開
す
る
こ
と
で
、健
康
で
豊
か
な
高
齢
社
会
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
。

「
健
口
美
」の
実
現
で
Q
O
L
向
上
を

す
べ
て
の
健
康
は
口
か
ら
は
じ
ま
る
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健康寿命の延伸

健口美
Oral Health

Oral Beauty

Communication

QOL（生活の質）の向上
身体の健康増進 心の健康増進

話す・笑う話す・笑う食べる食べる

健やかな口が身体と心を美しくする
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ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
活
動 

学
童
期

墨
田
区
の
食
育
イ
ベ
ン
ト
で
の
指
導
の
よ
う
す
。

幼
少
期
に
健
康
習
慣
を
し
っ
か
り
と
身
に

付
け
る
こ
と
が
生
涯
の
健
康
に
つ
な
が
る
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
活
動
は
、伝
統
あ
る
「
学
童
歯
み
が
き
大
会
」に
加
え
て
、日
常
生
活
で
の

健
康
習
慣
の
定
着
に
力
を
入
れ
て
い
く
。こ
れ
は
、多
彩
な
学
童
向
け
活
動
を
通
し
て
、12
歳
児

の
む
し
歯
経
験
歯
数
は
平
均
わ
ず
か
1
・
0
0
本（
2
0
1
4
年
・
平
成
26
年
）に
ま
で
減
少
し

た
も
の
の
、歯
み
が
き
習
慣
が
き
ち
ん
と
定
着
し
な
い
た
め
か
、思
春
期
以
降
、む
し
歯
や
歯
周

病
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
だ
。こ
の
時
期
の
健
康
習
慣
の
形
成
は
、そ
の
後
の
健
康
の
保
持
増

進
に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、健
康
習
慣
が
定
着
化
す
る
よ
う
さ
ら
に
啓
発
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。具
体
的
に
は
地
域
に
密
着
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
課
外
授
業
の
中
で
、幼
稚
園
児
、小
学
生
、母

親
な
ど
を
対
象
に
、歯
み
が
き
指
導
な
ど
の
啓
発
活
動
を
粘
り
強
く
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、沖
縄
県
石
垣
市
で
は
、2
0
1
2
年
か
ら
、市
教
育
委
員
会
・
養
護
教
諭
、学
校
歯
科
医

と
連
携
し
て
小
中
学
生
の
歯
み
が
き
習
慣
や
保
護
者
の
意
識
を
調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。そ
の
結
果
を
健
康
習
慣
の
定
着
に
活
か
す
と
と
も
に
、地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
「
子
ど
も

の
口
腔
の
健
康
か
ら
・
健
康
な
地
域
づ
く
り
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
。

大
切
な
健
康
習
慣
を
子
ど
も
の
う
ち
に

学
童
期
の
口
腔
保
健
活
動

ラ
イ
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ざ
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ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
活
動
　
成
人
期

痛
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
気
に
す
る

人
は
少
な
い
が
、歯
周
病
は
歯
を
失
う

怖
い
病
気
。（
公
財
）8
0
2
0
推
進
財

団「
永
久
歯
の
抜
歯
原
因
調
査
」よ
り
。

歯
周
病
の
啓
蒙
活
動
を
強
化

成
人
期
の
口
腔
保
健
活
動

　

成
人
期
に
お
け
る
最
大
の
テ
ー
マ
は
歯
周
病
対
策
だ
。こ
の
時
期
に
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
こ

と
が「
8
0
2
0
運
動
」 

の
達
成
や
、将
来
の
健
康
へ
つ
な
が
る
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　

歯
周
病
と
は
、歯
と
歯
ぐ
き
の
間（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）な
ど
に
溜
ま
っ
た
歯
垢
に
歯
周
病
菌
な

ど
が
繁
殖
し
て
起
こ
る
病
気
で
、歯
を
失
う
原
因
の
第
1
位
で
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
だ
。歯
周

病
を
防
ぐ
に
は
、歯
ブ
ラ
シ
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
日
常
的
な
ケ
ア
に
加
え
て
、生
活
習
慣

の
改
善
も
大
き
な
カ
ギ
に
な
る
。喫
煙
や
疲
労
の
蓄
積
、睡
眠
不
足
、ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る
抵

抗
力
の
低
下
は
歯
周
病
リ
ス
ク
を
高
め
る
大
き
な
要
因
だ
。と
く
に
喫
煙
は
、口
腔
内
を
歯
周
病

菌
の
繁
殖
し
や
す
い
環
境
に
す
る
上
、ニ
コ
チ
ン
が
体
を
守
る
毛
細
血
管
の
働
き
を
抑
え
て
し

ま
う
た
め
歯
周
病
が
進
行
し
や
す
く
、気
づ
い
た
時
に
は
重
篤
化
し
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
多

い
。さ
ら
に
、ス
ト
レ
ス
に
よ
る
免
疫
力
低
下
も
歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
、治
り
に
く
く
す
る
原
因

に
な
っ
て
い
る
。成
人
期
の
口
腔
保
健
活
動
は
、こ
う
し
た
歯
周
病
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

ラ
イ
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25.8%

32.4%

41.8%

その他

むし歯

歯周病

歯を失う原因
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期

　

ま
た
最
近
の
研
究
で
、歯
周
病
が
、糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
全
身
疾
患
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。口
腔
は
、食
べ
物
の
入
り
口
で
あ
る
と
同
時

に
、細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
侵
入
口
で
も
あ
る
。と
く
に
歯
周
病
患
者
の
場
合
は
、細
菌
の
侵

入
を
防
ぐ
粘
膜
が
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
で
た
だ
れ
落
ち
て
い
る
た
め
、細
菌
が
容
易
に
毛
細
血
管

に
入
り
全
身
へ
広
が
っ
て
し
ま
う
。体
内
に
侵
入
し
た
歯
周
病
菌
は
、糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る

原
因
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、さ
ら
に
、脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
動
脈
硬
化
性
疾
患

の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。ラ
イ
オ
ン
で
は
今
後
も
、医
療
従
事
者

と
連
携
し
な
が
ら
歯
周
病
と
全
身
疾
患
と
の
因
果
関
係
を
さ
ら
に
解
明
し
、有
効
な
対
策
を
提

案
し
て
い
く
。ま
た
、一
般
の
人
々
に
歯
周
病
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、独
自
に
開

発
し
た「
歯
周
病
リ
ス
ク
検
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
」や「
歯
周
病
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」な
ど
を
精
力
的

に
展
開
。生
活
習
慣
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
歯
肉
の
潜
血
測
定
、口
腔
内
清
掃
度
測
定
な
ど
を
通
し

て
将
来
歯
周
病
に
な
る
可
能
性
を
判
定
。リ
ス
ク
の
高
い
被
験
者
に
は
、歯
周
病
の
予
防
対
策

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

歯
周
病
は
全
身
疾
患
に
つ
な
が
る

口
腔
は
感
染
の
入
り
口

ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
に
よ
る「
歯
周
病

リ
ス
ク
検
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
」活
動
。2
0
1
2
年

に
は
11
月
24
、25
日
に
実
施
し
9
8
0
名
の

参
加
者
に
検
査
・
指
導
を
行
っ
た
。
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ン
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2
0
0
7
年
度
の
医
療
給
付
費

（
現
金
給
付
、付
加
給
付
を
除
く
）

総
額
1
兆
4
0
5
4
億
円
の
内
訳
。

歯
周
病
対
策
で
医
療
費
抑
制

歯
周
病
が
重
篤
な
人
ほ
ど
医
療
費
が
高
額
に

　

さ
ら
に
、歯
周
病
は
罹
患
率
が
非
常
に
高
く
、医
療
費
増
大
の
一
因
と
し
て
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、40
歳
を
過
ぎ
る
と
歯
周
病
に
か
か
る
人
が
急
増
し
、40
〜
64

歳
の
日
本
人
の
約
半
数
が
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト（
歯
周
炎
）を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
歯
科
医
療
費
が
大
き
く
膨
ら
み
、健
康
保
険
組
合
の
医
療
給
付
費
に
占
め
る
歯
科
医
療

費
の
割
合
は
約
14
%
。入
院
治
療
を
除
く
と
、全
体
の
約
5
分
の
1
を
歯
科
医
療
費
が
占
め
る
事
態

と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、歯
周
病
は
全
身
疾
患
に
も
つ
な
が
る
た
め
、歯
周
病
が
重
篤
な
人
ほ
ど
総

医
療
費
が
高
額
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、歯
周
病
の
な
い
人
に
比
べ
て
累
計
医
療
費
が
21
%
も
高
く

な
る
調
査
結
果
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
、こ
う
し
た
働
き
盛
り
の
人
々
の
健
康
を
守
る
と
と
も
に
、健
康
保
険
組
合
の
医
療

費
適
正
化
を
支
援
す
る
た
め
、従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
職
場
で
の
産
業
歯
科
保
健
活
動
の
中
で
、社

員
に
対
す
る
歯
周
病
予
防
の
啓
発
や
、企
業
に
合
わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
。こ
う

し
た
ラ
イ
オ
ン
の
活
動
に
参
加
し
た
企
業
で
は
、一
人
当
た
り
の
歯
科
医
療
費
を
6
年
間
で
約
2

万
8
千
円
も
節
減
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
な
ど
、大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

健康保健組合の保険給付費の内訳

24.0%

41.5%

20.0%
0.7%

13.8%
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入院

入院外

その他
医療給付費入院時

食事療養費

歯科
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テ
ー
ジ
別
活
動
　
高
齢
期

　

高
齢
者
向
け
の
口
腔
保
健
活
動
で
は
、口
腔
の
健
康
を
通
し
て
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
挑
戦

し
て
い
く
。日
本
は
、男
女
と
も
に
平
均
寿
命
が
80
歳
を
超
え
世
界
有
数
の
長
寿
大
国
と
な
っ
た
が
、

寝
た
き
り
に
な
ら
ず
、自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
健
康
寿
命
は
、男
性
71
・
19

歳
、女
性
74
・
2
1
歳（
厚
労
省
、2
0
1
4
年
・
平
成
26
年
）に
留
ま
っ
て
い
る
。ラ
イ
オ
ン
歯
科

衛
生
研
究
所
で
は
、両
者
の
溝
を
埋
め
る
た
め
、口
腔
を
健
康
な
状
態
に
保
持
す
る
こ
と
で
、健

康
寿
命
を
伸
ば
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、京
都
府
の
京
丹
後
市
と
大
阪
府
の
寝
屋
川
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、オ
ー

ラ
ル
ケ
ア
に
よ
っ
て
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。高
齢
者
は
、食
べ

物
を
飲
み
込
む
時
、誤
っ
て
気
道
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、そ
の
際
、口
の
中
や
入
れ
歯

が
清
潔
に
保
た
れ
て
い
な
い
と
肺
に
雑
菌
が
入
り
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。そ
こ
で
、

お
年
寄
り
や
施
設
職
員
に
口
腔
清
掃
の
指
導
を
す
る
こ
と
で
、肺
炎
予
防
に
つ
な
げ
る
活
動
を

実
施
。有
用
な
ケ
ア
方
法
を
全
国
に
展
開
す
る
こ
と
で
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
し
て
い
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ
し
て

高
齢
者
の
口
腔
保
健
活
動

口
腔
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
、高
齢
者
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
。

ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来

第
5
章
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ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
活
動
　
高
齢
期

　

ま
た
、ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
で
は
、口
腔
機
能
を
ど
の
よ
う
に
維
持
増
進
さ
せ
れ
ば
、

高
齢
者
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
の
か
、具
体
的
な
手
法
を
開
発
す
る
た
め
の
調
査
研
究
も
行
っ

て
い
る
。

　

沖
縄
県
宮
古
島
市
で
は
、2
0
1
2
年
か
ら
2
0
1
3
年
に
か
け
て
、高
齢
者
の
口
腔
機
能
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、認
知
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
検
証
調
査
を
行
っ
た
。こ
の
研
究
は
、ラ
イ
オ
ン

歯
科
衛
生
研
究
所
と
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
が
共
同
で
行
っ
た
も
の
で
、地
元

の
歯
科
衛
生
士
と
保
健
師
の
協
力
を
得
て
、65
歳
以
上
の
お
年
寄
り
計
1
6
2
名
に
対
し
て
5
ヵ

月
間「
口
腔
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
。口
腔
の
機
能
を
高
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、高
齢
者
の「
か
む
力
」や「
飲
み
込
む
力
」「
口
全
体
の
清
潔
度
」な
ど
が

高
ま
り
、「
遂
行
機
能
」「
注
意
機
能
」な
ど
も
向
上
。認
知
機
能
の
低
下
抑
制
に
つ
な
が
る
可
能
性

を
見
出
し
た
。こ
の
結
果
は
、2
0
1
4
年
3
月
に
宮
古
島
市
平
良
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
報

告
会
で
発
表
さ
れ
、歯
科
衛
生
士
や
高
齢
者
施
設
の
関
係
者
に
対
し
て
、口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
を

訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

口
腔
機
能
の
向
上
で
認
知
症
予
防

さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
使
っ
て
口
腔
機
能
の

維
持
増
進
を
図
る
。

ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来

第
5
章
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食
物
が
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
誤
嚥
を
予
防
で
き
る
。

　

ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
で
は
、各
地
の
自
治
体
と
協
力
し
て
口
腔
ケ
ア
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
、

「
健
口
美
体
操
」の
普
及
を
図
り
、お
年
寄
り
が
、い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
、楽
し
く
話
し
、笑
い
の

あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

健
口
美
体
操
で
口
を
元
気
に

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来

第
5
章

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
活
動
　
高
齢
期

　

ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
で
は
、口
腔
機
能
の
向
上
に
よ
っ
て
、高
齢
者
の
健
康
を
維
持
増
進
す
る

活
動
を
さ
ら
に
幅
広
く
展
開
す
る
た
め
に
、お
年
寄
り
が
簡
単
に
で
き
て
、口
腔
機
能
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る「
健
口
美
体
操
」を
開
発
。「
口
の
ま
わ
り
を
元
気
に
す
る
」「
か
む
力
を
元
気
に
す
る
」「
飲
み
込
む

力
を
元
気
に
す
る
」の
3
つ
の
体
操
を
組
み
合
わ
せ
、口
腔
機
能
を
支
え
る
筋
肉
に
鍛
え
る
こ
と
で
、誤

嚥
防
止
や
窒
息
な
ど
に
よ
る
事
故
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　
「
口
の
ま
わ
り
を
元
気
に
す
る
」体
操
は
、唇
や
頬
の
筋
力
を
鍛
え
る
こ
と
で
、食
べ
こ
ぼ
し
の
予
防
や

正
し
い
発
音
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、豊
か
な
表
情
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、お
年

寄
り
の
生
活
を
社
交
的
で
活
動
的
に
す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。「
か
む
力
を
元
気
に
す
る
」体
操
は
、食

べ
物
を
咀
嚼
す
る
力
を
高
め
、唾
液
も
た
く
さ
ん
出
る
よ
う
に
な
る
の
で
、お
年
寄
り
が
食
事
を
お
い
し

く
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。さ
ら
に
唾
液
が
た
く
さ
ん
出
る
こ
と
は「
口
の
中
を
清

潔
に
す
る
」「
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
」「
飲
む
込
み
や
す
く
す
る
」な
ど
の
効
果
が
あ
る
ほ
か
、

し
っ
か
り
と
噛
む
こ
と
で
、脳
が
活
発
に
働
き
認
知
症
の
予
防
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

「
飲
み
込
む
力
を
元
気
に
す
る
」体
操
で
は
、飲
み
込
む
と
き
に
使
う
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
、唾
液
や
飲
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食
物
が
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
誤
嚥
を
予
防
で
き
る
。

　

ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
で
は
、各
地
の
自
治
体
と
協
力
し
て
口
腔
ケ
ア
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
、

「
健
口
美
体
操
」の
普
及
を
図
り
、お
年
寄
り
が
、い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
、楽
し
く
話
し
、笑
い
の

あ
る
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ラ
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め
ざ
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来
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ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
活
動
　
高
齢
期

　

ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
で
は
、口
腔
機
能
の
向
上
に
よ
っ
て
、高
齢
者
の
健
康
を
維
持
増
進
す
る

活
動
を
さ
ら
に
幅
広
く
展
開
す
る
た
め
に
、お
年
寄
り
が
簡
単
に
で
き
て
、口
腔
機
能
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る「
健
口
美
体
操
」を
開
発
。「
口
の
ま
わ
り
を
元
気
に
す
る
」「
か
む
力
を
元
気
に
す
る
」「
飲
み
込
む

力
を
元
気
に
す
る
」の
3
つ
の
体
操
を
組
み
合
わ
せ
、口
腔
機
能
を
支
え
る
筋
肉
に
鍛
え
る
こ
と
で
、誤

嚥
防
止
や
窒
息
な
ど
に
よ
る
事
故
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　
「
口
の
ま
わ
り
を
元
気
に
す
る
」体
操
は
、唇
や
頬
の
筋
力
を
鍛
え
る
こ
と
で
、食
べ
こ
ぼ
し
の
予
防
や

正
し
い
発
音
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、豊
か
な
表
情
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、お
年

寄
り
の
生
活
を
社
交
的
で
活
動
的
に
す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。「
か
む
力
を
元
気
に
す
る
」体
操
は
、食

べ
物
を
咀
嚼
す
る
力
を
高
め
、唾
液
も
た
く
さ
ん
出
る
よ
う
に
な
る
の
で
、お
年
寄
り
が
食
事
を
お
い
し

く
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。さ
ら
に
唾
液
が
た
く
さ
ん
出
る
こ
と
は「
口
の
中
を
清

潔
に
す
る
」「
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
」「
飲
む
込
み
や
す
く
す
る
」な
ど
の
効
果
が
あ
る
ほ
か
、

し
っ
か
り
と
噛
む
こ
と
で
、脳
が
活
発
に
働
き
認
知
症
の
予
防
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

「
飲
み
込
む
力
を
元
気
に
す
る
」体
操
で
は
、飲
み
込
む
と
き
に
使
う
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
、唾
液
や
飲

「
健
口
美
体
操
」の
効
果
や
方
法
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
す
る
D
V
D
を
制
作
。口
の

元
気
度
を
高
め
る
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

健口美体操

「口のまわりを元気にする」体操

「ウー」「イー」と口を大きく変化させる

口を思いきりすぼめて。 唇を大きく横に引く。

左の頬を
膨らませる。

右の頬を
膨らませる。

両方の頬を
膨らませる。

1

頬を大きく膨らませる2

Lesson 1

67



ラ
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す
未
来
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世界で評価される

ライオン歯科衛生
研究所

● 

欧
米
で
の
ダ
ブ
ル
受
賞
を
達
成

歯
周
病
と
メ
タ
ボ
の
関
連
性
を
解
明

　

歯
周
病
が
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生

研
究
所
は
、2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）、歯
周
病
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
発
症
リ
ス
ク

に
な
る
こ
と
を
職
域
成
人
を
対
象
と
し
た
疫
学
研
究
で
明
ら
か
に
し
た
。メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
な
り
脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

こ
と
か
ら
世
界
的
に
も
有
効
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、歯
周
病
対
策
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
は
画
期
的
な
発
見
に
な
っ
た
。

　

こ
の
研
究
は
、2
0
1
1
年
11
月
、米
国
歯
周
病
学
会（A

m
e
ric

a
n
 A
c
a
d
e
m
y
 o
f

P
eriodontology

）の
臨
床
研
究
賞（C

linical R
esearch A

w
ard

）を
日
本
人
と
し
て
初
め
て

受
賞
。翌
2
0
1
2
年
6
月
に
は
、欧
州
歯
周
病
学
会（E

uro
perio

7

）で
、過
去
3
年
間
歯
周
病

関
連
論
文
の
中
か
ら
、ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
の
論
文
が
第
１
席
を
受
賞
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
の
調
査
研
究
活
動
は
、文
部
科
学
省
か
ら
科
学
研
究
費
認
定
機
関

と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
が
、今
回
の
米
国
・
欧
州
ダ
ブ
ル
受
賞
に
よ
り
世
界
か
ら
も
大

き
な
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

米
国
歯
周
病
学
会
・
臨
床
研
究
賞
を
受
賞
。
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ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
元
気
習
慣
を
提
案

「
健
康
を
み
が
く 

笑
顔
を
ふ
や
す
シ
リ
ー
ズ
」発
行

　

幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
す
秘
訣
は「
自
分
の
健
康
を
見
つ
め
、良
い
習
慣
づ
く
り
を
行
う
こ
と
」と

考
え
る
ラ
イ
オ
ン
は
、歯
や
口
の
健
康
だ
け
で
な
く
、全
身
の
健
康
増
進
に
貢
献
す
る
幅
広
い
情
報

発
信
活
動
を
行
っ
て
い
る
。2
0
1
5
年
に
は
、「
健
康
を
み
が
く 

笑
顔
を
ふ
や
す
シ
リ
ー
ズ
」と

し
て
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
に
、実
践
し
て
ほ
し
い
元
気
習
慣
を
ま
と
め
た
書
籍
を
発
行
し
た
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
は
全
4
冊
で
構
成
さ
れ
、幼
児
期
向
け
に
は「
赤
ち
ゃ
ん
が
パ
パ
と
マ
マ
に
や
っ
て

も
ら
い
た
い
58
の
こ
と
」と
題
し
て
、栄
養
面
か
ら
し
つ
け
ま
で
子
育
て
の
秘
訣
を
解
説
。
さ
ら
に

学
童
期
向
け
に
は「
学
校
で
は
教
え
な
い
・
で
き
る
子
を
つ
く
る
74
の
習
慣
」、成
人
期
向
け
に
は

「
働
く
世
代
が
意
外
と
気
づ
か
な
い
体
の
危
険
信
号
・〝
こ
れ
〞に
気
づ
く
と
人
生
が
一
気
に
好
転

す
る
。」、そ
し
て
、高
齢
期
向
け
に
は「
頭
と
体
を
元
気
に
・
生
涯
さ
び
な
い
た
め
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」と
題
し
て
、生
涯
健
康
・
生
涯
現
役
で
過
ご
す
た
め
に
知
っ
て
ほ
し
い
情
報
を
満
載
。い
ず

れ
も
、「
健
康
」「
快
適
」「
環
境
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、す
べ
て
の
世
代
の
幸
せ
な
今
日
と
未

来
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来

第
5
章

「健康をみがく 笑顔をふやすシリーズ」は、コンパクトな新書版サイズで約200ページ。
イラストを多用したわかりやすい構成になっている。
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ラ
イ
オ
ン
歯
科
材
（
株
）
は
、
情
報
誌

「D
ent.F

ile

」等
に
て
、予
防
歯
科
に
取
り

組
む
歯
科
医
院
や
歯
科
衛
生
士
を
紹
介
。

予
防
歯
科
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　

前
述
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
ケ
ア
に
加
え
て
、ラ
イ
オ
ン
が
、こ
れ
か
ら
の
時
代
の
も
う
ひ
と

つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が「
予
防
歯
科
の
習
慣
化
」だ
。「
予
防
歯
科
」と
は
、口

腔
の
病
気
を
予
防
し
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、適
切
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、ラ
イ
オ
ン

で
は
、そ
の
具
体
策
と
し
て
歯
科
医
師
な
ど
に
よ
る
定
期
的
な「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
」

と
、自
分
で
行
う「
セ
ル
フ
ケ
ア
」の
習
慣
化
を
提
唱
し
て
い
る
。

　

ま
た
、予
防
歯
科
の
普
及
を
め
ざ
し
て
、ラ
イ
オ
ン
は
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
幅
広
い
活
動
を
推

進
。ラ
イ
オ
ン
㈱
は
、ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、広
告
な
ど
を
通
し
て
、生
活
者
に
対
す
る
予
防

歯
科
の
啓
発
活
動
を
行
い
、歯
科
材
料
や
歯
科
治
療
機
器
を
製
造
販
売
し
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
歯

科
材
㈱
は
、歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
向
け
に
、予
防
歯
科
の
最
新
情
報
を
提
供
。予
防
歯
科
診

療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、予
防
歯
科
を
担
う
医
院
の
増
加
を
促
し
て
い
る
。ま
た
、ラ
イ

オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
は
、生
活
者
向
け
に
定
期
健
診
の
受
診
や
、メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
受
診
の
勧

奨
の
ほ
か
、歯
科
医
院
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
実
施
。各
社
に
よ
る
重
層
的
な
活
動
で
、予
防
歯

科
の
啓
発
と
浸
透
を
促
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ「
予
防
歯
科
」

ラ
イ
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ざ
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未
来
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予
防
歯
科
の
習
慣
化
を
め
ざ
し
て
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日
本
初
の
児
童
専
門
の
歯
科
診
療
所「
ラ
イ

オ
ン
児
童
歯
科
院
」（
1
9
2
1
年
設
立
）を

ル
ー
ツ
と
す
る「
東
京
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」。

現
在
で
は
、予
防
歯
科
の
先
進
診
療
所
と
し

て
新
た
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
で
は
、自
ら
の
歯
科
診
療
事
業
に
お
い
て
も
、予
防
歯
科
を

積
極
的
に
導
入
。「
東
京
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」で
は
、従
来
型
の「
削
る
」「
抜
く
」「
入
れ
歯
を

入
れ
る
」と
い
う
対
処
療
法
か
ら
、再
発
防
止
の
た
め
の
予
防
管
理（
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
）が
で
き
る

診
療
体
制
へ
大
き
な
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

　

う
蝕
は
自
然
治
癒
が
な
く
、歯
周
病
も
疾
病
前
の
状
態
に
戻
す
の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、歯
科
疾
患
は
一
度
か
か
っ
た
ら
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
疾
病
と
言
え
る
。こ
の
た
め
、

歯
科
先
進
国
で
あ
る
北
欧
や
米
国
で
は
、歯
科
疾
患
の
予
防
管
理（
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
）が
普
及
し

80
%
以
上
の
人
が
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
診
療
所
へ
通
っ
て
い
る
。そ
こ
で「
東
京
デ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
」で
は
日
本
で
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
普
及
へ
向
け
て
、受
け
入
れ
体
制
を
整
備
。

一
人
ひ
と
り
の
歯
科
口
腔
疾
患
リ
ス
ク
に
合
わ
せ
た
予
防
処
置
を
行
う「
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
」を
導
入
。「
唾
液
P
H
」や「
唾
液
中
総
細
菌
数
」な
ど
最
大
7
種
類
の

テ
ス
ト
で
患
者
の
リ
ス
ク
を
正
確
に
判
定
し
、定
期
的
な
ケ
ア
を
行
う
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。

ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来
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東
京
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
予
防
歯
科
医
療
を
強
化
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ま
た
、「
東
京
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」で
は
、「
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
ン
テ
ィ
ス
ト

リ
ー
」を
効
果
的
に
実
践
す
る
た
め
に
、歯
科
衛
生
士
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。患
者
に
対

す
る
最
終
的
な
責
任
は
歯
科
医
師
が
も
ち
な
が
ら
、む
し
歯
治
療
の
終
了
し
た
患
者
や
、病
状
の

安
定
し
た
歯
周
病
患
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
歯
科
衛
生
士
が
担
当
。高
度
な「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
」の
技
術
を
習
得
し
た
歯
科
衛
生
士
が
、専
門
的
な
リ
ス
ク
検
査
と
、そ
れ
に
基
づ

く
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。ま
た「
東
京
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
」で
は
、一
人
の
患
者
を
、専
任
の
歯
科
衛
生
士
が
継
続
し
て
ケ
ア
す
る
担
当
制
を
導
入
。一
貫

性
の
あ
る
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
保
健
指
導
で
、患
者
の
歯
と
口
の
健
康
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

　
「
東
京
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」の
前
身
で
あ
る「
ラ
イ
オ
ン
児
童
歯
科
院
」は
、か
つ
て
、日
本

で
初
め
て
歯
科
衛
生
士（
当
時
は
口
腔
衛
生
婦
）を
育
成
し
た
診
療
所
で
も
あ
る
。つ
ね
に
、人
々

の
健
康
を
願
い
、積
極
的
に
新
た
な
挑
戦
を
行
う
風
土
が
、
90
余
年
を
経
た
現
在
も
、脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

歯
科
衛
生
士
が「
予
防
歯
科
」の
担
い
手
に

ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来
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患
者
担
当
制
で
き
め
細
か
な
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
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第
70
回「
学
童
歯
み
が
き
大
会
」に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
参
加
す
る
タ
イ
の
小
学
生
た
ち
。

　

学
童
の
む
し
歯
予
防
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た「
学
童
歯
み
が
き
大
会
」は
、1
9
3
2
年（
昭

和
7
年
）の
開
始
か
ら
80
余
年
を
超
え
た
今
も
、年
々
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。従
来
の「
歯
磨
体
操
」

の
よ
う
な
集
団
指
導
か
ら
、歯
み
が
き
を
含
め
た
生
活
習
慣
の
問
題
を
解
決
す
る「
個
別
指
導
型
」

へ
と
変
わ
り
、2
0
0
8
年
の
第
65
回
大
会
か
ら
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
同
時
配
信
も

ス
タ
ー
ト
。気
軽
に
大
会
に
参
加
で
き
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
。

　

ま
た
、ラ
イ
オ
ン
で
は
、ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
で
も
口
腔
保
健
活
動
を
展
開
し
、1
9
8
4
年
の

台
湾
を
皮
切
り
に
、韓
国
、中
国
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
へ
活

動
の
輪
を
拡
大
。そ
の
な
か
で
、「
学
童
歯
み
が
き
大
会
」へ
の
海
外
か
ら
の
参
加
も
年
々
増
加
し
、2
0
1
5

年
の
第
72
回
大
会
で
は
日
本
国
内
か
ら
の
参
加
校
1
2
8
7
校
に
加
え
、ア
ジ
ア
7
ヵ
国
・
地
域
か
ら
15
校
が
参

加
。総
参
加
校
数
1
3
0
2
校
と
い
う
国
際
的
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
へ
と
成
長
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

で
、各
国
・
各
学
校
に
居
な
が
ら
に
し
て
同
じ
教
材
を
使
っ
て
大
会
に
参
加
で
き
る
の
で「
楽
し
く
歯
と
口
の

健
康
を
学
べ
る
」と
関
係
者
か
ら
高
い
評
価
を
獲
得
。ラ
イ
オ
ン
で
は
、今
後
も
、国
内
2
万
校
・
1
0
0
万
人
、

海
外
5
千
校
・
50
万
人
の
参
加
を
め
ざ
し
、子
ど
も
た
ち
の
健
康
増
進
に
さ
ら
な
る
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

世
界
へ
ひ
ろ
が
る「
学
童
歯
み
が
き
大
会
」

海
外
5
千
校
・
50
万
人
の
参
加
を
め
ざ
し
て
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立
体
表
現
で
わ
か
り
や
す
い『
さ
わ
っ
て
わ
か
る

歯
み
が
き
の
本
』（
右
）と
、「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
」（
左
）。

情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
挑
戦

す
べ
て
の
人
に
口
腔
保
健
活
動
を

　

ラ
イ
オ
ン
で
は
、口
腔
保
健
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
、よ
り
多
く
の
人
々
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
、情
報
発
信
の
多
様
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

視
覚
障
害
者
に
対
し
て
は
情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、点
字
お
よ
び
大
活
字
に
よ
る

製
品
情
報
を
年
2
回
発
行
し
て
い
る
ほ
か
、1
9
9
4
年
か
ら
は
障
害
者
向
け
の
歯
科
指
導
も

開
始
。さ
ら
に
、口
腔
衛
生
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、2
0
0
4
年
に『
さ

わ
っ
て
わ
か
る 

歯
み
が
き
の
本
』を
制
作
。盲
学
校
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
絵
や
図
を
凹
凸
で

立
体
的
に
表
現
し
た
触
図
の
技
術
を
用
い
た
も
の
で
、手
で
触
れ
て
も
ら
い
な
が
ら
講
習
を
行

う
こ
と
で
格
段
に
理
解
を
得
ら
れ
や
す
く
な
っ
た
。

　

ま
た
、ハ
ミ
ガ
キ
発
売
1
1
0
周
年
に
あ
た
る
2
0
0
6
年
に
は
、職
業
体
験
型
テ
ー
マ
パ
ー

ク
で
あ
る「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
」 
に
、「
歯
科
医
院
」の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
出
展
。歯
科
医
師
の
仕
事
を

楽
し
く
疑
似
体
験
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
に
歯
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。
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将
来
へ
向
け
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、ラ
イ
オ
ン
は
、2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）か
ら
文

部
科
学
省
の
主
導
す
る
産
学
官
連
携
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ

ロ
グ
ラ
ム（C
O
I S
T
R
E
A
M

）」に
参
画
。弘
前
大
学
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
に
加
わ
り
、地
域
住

民
の
長
年
に
わ
た
る
膨
大
な
健
診
デ
ー
タ（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）か
ら
、生
活
習
慣
病
や
認
知
症
な
ど
、

健
康
寿
命
を
左
右
す
る
疾
患
の
予
知
・
予
防
方
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
チ
ー
ム
に

は
、多
く
の
研
究
機
関
や
民
間
企
業
が
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
で
課
題
に
取
り
組
む
中
、ラ

イ
オ
ン
は「
口
腔
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
健
康
づ
く
り
」に
挑
戦
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、従
来
、ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
医
科
と
歯
科
の
連
携
に
よ
る
画
期
的
な
試
み
で
も
あ
り
、研
究
成
果
に
大
き

な
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

1
0
0
年
を
超
え
て
、口
腔
保
健
活
動
に
情
熱
を
傾
け
る
ラ
イ
オ
ン
。「
事
業
を
通
し
て
人
々
の

幸
福
に
奉
仕
す
る
」創
業
の
志
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
、進
取
の
精
神
あ
ふ
れ
る

行
動
力
で
、人
々
の
健
康
と
笑
顔
の
た
め
に
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
く
。

健
康
寿
命
の
延
伸
へ
向
け
て

将
来
を
見
据
え
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

COI: The Center of Innovation Program
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次代の課題に挑戦
する

LDHシンポジウ
ム

● 

歯
科
医
療
従
事
者
向
け
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

健
康
長
寿
に
貢
献
す
る
歯
科
医
療
を
め
ざ
し
て

　

ラ
イ
オ
ン
歯
科
衛
生
研
究
所
は
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
歯
科
医
療
の
使
命
と
可
能
性
」

を
テ
ー
マ
に
、第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
、歯
科
医
師
な
ど
が
集
い
、講
演
・
総
合
討
論
を
行
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
2
0
1
6
年
6
月
2
6
日
に
開
催
。基
調
講
演
に
は
ア
メ
リ
カ
歯
周
病
学
会
・

前
会
長
ジ
ョ
ア
ン
・
オ
オ
ト
モ
ー

コ
ー
グ
ル
氏
が
登
壇
。「
米
国
で
は
歯
周
病
と
糖
尿
病
、心
臓
病
、

骨
粗
し
ょ
う
症
、呼
吸
器
疾
患
な
ど
の
関
連
性
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、今
や
歯
科
医
療
従
事
者
は

健
康
を
守
る
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
」と
そ
の
使
命
の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
。ま
た
、東
北
大
学

大
学
院
教
授
の
辻
一
郎
氏
は
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
医
科
歯
科
連
携
が
重
要
で
あ
り
、早
期
の

取
り
組
み
が
急
務
で
あ
る
と
提
言
。大
阪
大
学
大
学
院
教
授
の
天
野
敦
雄
氏
は
、歯
周
病
菌
が

全
身
に
悪
影
響
を
与
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
解
説
し
、口
腔
の
生
涯
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。さ
ら
に
、パ
ネ
ル
討
論
で
は
開
業
医
も
参
加
し
て
熱
い
議
論
を
展
開
。人
類
最
大
の

感
染
症
と
言
わ
れ
る
歯
周
病
の
克
服
に
は
、最
先
端
治
療
と
、地
域
の
歯
科
医
院
に
よ
る
長
期
的
な

予
防
歯
科
が
必
要
だ
と
の
認
識
を
共
有
し
、歯
科
医
療
の
歩
む
べ
き
道
を
明
ら
か
に
す
る
有
意
義

な
機
会
に
な
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、日
本
歯
科
医
師
会
、

8
0
2
0
財
団
、日
本
歯
科
衛
生
士
会
な

ど
の
後
援
を
得
て
、東
京
の
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

ラ
イ
オ
ン
が
め
ざ
す
未
来

第
5
章
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77

● 

「
歯
み
が
き
１
０
０
年
物
語
」刊
行

人
は
な
ぜ
、歯
を
み
が
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？

　

人
は
い
つ
か
ら
歯
み
が
き
を
始
め
、ど
の
よ
う
に
習
慣
と
し
て
定
着
し
た
の
か
。ラ
イ
オ
ン
歯
科

衛
生
研
究
所
で
は
、口
腔
保
健
活
動
の
基
本
で
あ
る「
歯
み
が
き
」に
焦
点
を
当
て
、そ
の
歴
史
と

普
及
活
動
の
歩
み
を
紹
介
す
る「
歯
み
が
き
1
0
0
年
物
語
」を
2
0
1
7
年
に
発
行
し
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
る
第
1
章
で
は
、古
代
エ
ジ
プ
ト
や
ロ
ー
マ
時
代
の
歯
み
が
き
剤
や
、楊
枝
を

使
っ
た
平
安
貴
族
の
歯
み
が
き
法
、砂
や
塩
で
歯
を
こ
す
る
江
戸
時
代
の
歯
み
が
き
な
ど
、近
世

以
前
の
歯
み
が
き
習
慣
を
歴
史
的
な
資
料
を
交
え
て
興
味
深
く
紹
介
。第
二
章
で
は
、明
治
以
降
、

日
本
に
歯
み
が
き
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、ラ
イ
オ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
企
業
や
歯
科

医
師
の
団
体
な
ど
が
行
っ
た
口
腔
保
健
活
動
の
あ
ゆ
み
を
詳
し
く
紹
介
。さ
ら
に
、歯
み
が
き
の

大
切
さ
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
制
作
さ
れ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
広
告
・
宣
伝
や
絵
本
、書
籍
、映
画
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
第
3
章
に
一
挙
掲
載
。第
4
章
で
は
、

「
歯
み
が
き
は
健
康
み
が
き
」と
題
し
、全
身
健
康
や
健
康
長
寿
に
貢
献
で
き
る
歯
み
が
き
の
新
た

な
役
割
を
紹
介
し
て
い
る
。全
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
、誰
に
で
も

読
み
や
す
く
、文
化
・
生
活
史
と
し
て
の
価
値
も
高
い
書
籍
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

「
歯
み
が
き
１
０
０
年
物
語
」、ソ
フ
ト
カ
バ
ー

B
5
判
、全
２
５
８
ペ
ー
ジ
。編
者
・
ラ
イ
オ
ン

歯
科
衛
生
研
究
所
、発
行
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

歯みがき文化を育てる
LDHの書籍



歯周病予防で世界に貢献 !

1993年に、歯周病を予防するハミガキとして日本で発売された

システマシリーズ。歯周ポケット（歯と歯ぐきのすき間）の奥にひそむ

歯周病菌を浸透殺菌し効果的に歯周病予防ができることから、

国内でシェア1位を獲得。その後、超極細毛ハブラシも合わせて、

各国で続々発売され、多くの人々の歯と健康に貢献しています。

クリーミィな泡がすみずみまで行
渡り、歯周病原因菌の巣の内部
まで浸透殺菌。さらに、歯ぐきの出
血まで抑える歯周病予防ハミガキ

薬用ハミガキ・システマ

中国

先端0 .02mmの超極
細毛が狭いガムライン
や歯間に入り込んで効
果的に歯垢を除去する
高機能ハブラシ

香港

きめ細かい泡が素早く広がり、
初期う蝕の修復を助けるナノカル
シウムとフッ素を配合した高機能
ムシ歯予防ハミガキ

インドネシア

先端0 .02mmの超極
細毛が狭いガムライン
や歯間に入り込んで効
果的に歯垢を除去する
高機能ハブラシ

マレーシア

日本
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高い分散性で、きめ細かい泡が歯と
歯ぐきの隅々まで行き渡り、歯周病
原因菌の巣の内部まで浸透殺菌す
る歯周病予防ハミガキ

韓国

普通のハブラシでは届きに
くい歯と歯のすき間や歯周
ポケットもきれいにする日本
技術由来のハブラシ

台湾

浸透殺菌成分IPMPと抗炎症成分
GK2を配合。菌から歯ぐきを長時間
保護し、歯ぐきの発赤、腫れを緩和
する歯周病予防ハミガキ

シンガポール

浸透殺菌成分IPMPと抗炎症成分
GK2を配合。ミクロの泡が広がって、
口臭や歯周病の原因となる歯垢の
蓄積を抑えるハミガキ

タイ
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ライオン健康セミナーの歴史
1992年より開催してきた「ライオン New Year セミナー」は2017年から「ライオン健康セミナー」に名称を変更いたしました。

長谷川 絋司

宮下 元

鴨井 久一

網元 愛子

目等 節代

北山 祐子

田島 睦子

中川 晴江

秋吉 敏子

池田 正一

新庄 文明

岡崎 好秀

宮武 光吉

槙石 武美

栗山 純雄

深井 穫博

近藤 加奈子

内山 登美雄

牛山 京子

網元 愛子

石渡 美砂子

野村 正子

滝口 佳子

高橋 節子

岸田 恭子

筒井 睦

吉田 幸恵

田口 正博

栗山 純夫

野間 歌子

歯周疾患に関して

演 題 講演者

歯周病の概念を問い直す

必要な新しい院内感染予防の考え方

保健指導は歯科医療を変えるか？

歯科保健指導の現状と将来

なるほどザ保健指導

1997年の歯科界を展望する

歯科衛生士の業務に関わる保険点数改正

これからの歯科衛生士の役割を考える

成人期における歯科保健指導の現状と将来

診療室における院内感染予防の実際

小児の予防業務における院内感染予防

Touchless

歯周治療における歯科医師と
歯科衛生士のチームワーク

8020運動における歯科衛生士の役割
各分野の歯科保健指導

歯肉に健康を探す

8020運動における歯科衛生士の役割

歯周疾患に関して

感染予防対策は
どこまで必要なのか?

8020運動：
高齢者における歯科保健

8020運動：
成人期における歯科保健指導

これからの歯科衛生士

8020運動

診療報酬改定後の最新情報と
期待される歯科衛生士の活躍

1

2

3

4

5

6

回数 テーマ

1992

1993

1994

1995

1996

1997

開催年

※敬称略
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海老原 洋子

礒沼 弘

石井 拓男

竹内 孝仁

藤田 雄三

福田 洋

柿木 保明

鈴木 基之

坪田 一男

眞木 吉信

米山 武義

安細 敏弘

保坂 誠

奥田 克爾

柳沢 幸江

西村 英紀

花田 信宏

内山 茂

豊島 義博

向井 美惠

鈴木 幸子

溝越 啓子

細野 純

下野 正基

寺岡 加代

中島 一郎

田沼 敦子

山田 晴子

豊かな人生への掛け橋
ーこれからの口腔ケアー

大変な時代を生きる
～トータルへルスのなかで求められる歯科～

激動の時代を乗り越える
～期待される歯科衛生士とは～

期待される歯科衛生士をめざして

シンポジウム
「8020へのキーステージ」
ーミドルエイジの特徴とその対応ー

歯科衛生士は
頼れるお口のアドバイザー

シンポジウム
「口腔を通して健康を考える」

シンポジウム 
「2000年見えてくる歯科衛生士の役割」

シンポジウム
「高齢者の食生活と口腔ケア」
～いつまでもおいしく味わうために～

シンポジウム
「知っておきたい咀嚼と健康」
ー歯科衛生士としてどうかかわるかー

高齢者の全身管理と口腔ケア

高齢者の総合診療と口腔ケア

新たな時代に期待される歯科衛生士像

高齢者の口腔ケアを考える

ミドルエイジの健康にどう取り組むか

100歳まで元気にごきげんに生きる！

口腔環境の変化とその対応

加齢に伴う口腔環境の変化と健康科学

口臭の原因と患者への対応

診療室での対応

ミドルエイジのライフスタイルと生活習慣病

ミドルエイジの口腔状態と機能を考える

増える口腔疾患に対する
モチベーションのポイント

口腔を通して健康を考える

全身の健康破綻にも関わる口腔細菌

食物の取り込み口としての口腔

生活習慣病と口腔ケア

2000年！見えてくる歯科衛生士の役割

バイオフィルム感染症と歯科衛生士

ＰＭＴＣ-口腔ケアの実践的テクニック

適切な情報に基づく口腔ケア

高齢者の食生活と口腔ケア

食べる機能の加齢変化

高齢者の食と栄養学

食を通した介護テクニック

要介護高齢者の口腔機能の回復と食生活支援

高齢者の口腔ケア

知っておきたい咀嚼と健康

咀嚼と健康

かむかむクッキング

義歯でおいしく食べる

7

8

9

10

11

12

回数 演 題 講演者テーマ

1998

1999

2000

2001

2002

2003

開催年
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瀧口 徹

花田 信弘

中嶋 省志

神原 正樹

予防歯科の近未来を探索する
ー見えないう蝕が見える時代にー
～新しい時代の歯科衛生士の役割～

健康長寿の実現をめざして
ー21世紀に求められる歯科衛生士の役割ー

口腔力で脳力アップと全身の健康増進
ー歯科衛生士はお口の健康コンサルタントー

あなたとクライアントのための“健口美”
ー魅力ある歯科衛生士をめざしてー

あなたとクライアントのための“健口美”
第２弾
ー高齢者の健口美“生き生きライフの実現をめざして”ー

歯科衛生士のための歯周病予防最前線
ー口腔からはじまる全身の健康ー

予防歯科の革新に向けた取り組み

鴨井 久一

奥村 康

野口 俊英

小野塚 実

北原 稔

渡邉 麻理

安保 徹

中島 英雄

藤本 篤士

川崎 陽一

高野 ルリ子

宮崎 真至

幕内 秀夫

品田 佳世子

川口 陽子

山本 浩正

植田 耕一郎

伊藤 公一

森嶋 清二

財団法人ライオン歯科衛生研究所
設立40周年記念セミナー

ここまでわかってきた歯周病と全身の関係

健康長寿と免疫

噛んで脳力アップー口腔と脳の不思議な関係ー

高齢期の口腔力のアップによる生活機能の向上

診療所に於ける真のコミュニケーション能力の向上

オーラルヘルスケアによる全身の健康増進を
どう人々に伝えますか?

イキイキライフは歯と口の健康から

健康長寿に向けた歯周病の管理

免疫力アップで健口美をつくる

笑いの科学

高齢者の元気を支えるオーラルケア

高齢者とのコミュニケーション

口元の美しさへのアプローチ

自然で美しい歯と笑顔

食べて健康

人との距離を縮める健口美

ウェルエージングと口腔ケア

セルフケア剤の最新テクノロジー

あなたはどこまでできる?
プロケアとセルフケアの支援

新しいう蝕のとらえ方

う蝕の予防と初期う蝕の回復

初期う蝕の科学的な検出技術の現状と
臨床応用の実例

13

14

15

16

17

18

演 題テーマ

2009

2008

2007

2006

2005

2004

講演者回数開催年

※敬称略

ライフステージからみた健口美
～歯科衛生士は生涯を通したお口のアドバイザー～

コンピューターで探る顔の秘密

子どもの口の発育と食育

ミニマムな歯周治療を目指して！

超高齢社会におけるかかりつけ
歯科医師・歯科衛生士の使命

192010

原島 博

向井 美惠

竹内 泰子

米山 武義
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藤田 絋一郎

辻 一郎

伏木 亨

森谷 俊夫

向井 美惠
眞木 吉信
吉江 弘正

奥村 康

植田 耕一郎

佐藤 しづ子

天野 敦雄

野原 幹司

佐々木 洋

山本 龍生

井上 誠

佐藤 弘

内山 茂

阪口 英夫

若林 健史

舘村 卓

大野 粛英

心身を支える健口美
～魅力ある歯科衛生士を目指して～

健康寿命の延伸をめざして
ー歯科衛生士が支える すこやかな心身ー

健康寿命の延伸を目指した
口腔機能への気づきと支援
ーライフステージごとの機能を守り育てるー

健康寿命の延伸をめざして
～歯科衛生士への期待～

健康寿命の延伸をめざして
－ライフステージとともに考える歯科衛生士の役割－

免疫力をつける生活

病気になりやすい性格

おいしさの秘密

からだと心の健康づくり

ライフステージにおける気づきと支援

免疫と長生き

関野 仁歯科衛生士が行う歯周基本治療の
可能性と優位性

菊谷 武食べることに問題のある患者に
歯科は何ができるのか？

新開 省二これだ！ 健康長寿の食生活

長谷川 嘉昭歯周基本治療を再考する

藤本 篤士口から食べる幸せを守るための
予防的アプローチ

小山 珠美口から食べる幸せを守るための
包括的アプローチ

小児期における口腔機能の発達と食べ方支援
思春期の特徴と口腔機能への支援

成人期の生活習慣病予防と口腔機能への支援
高齢期の生きる力を支える口腔機能への支援
総合討論

いつまでも美味しく味わうために

21世紀の科学で語るペリオドントロジー

口から食べることの素晴らしさ

口から育つこころと身体　

歯科からできる健康寿命延伸への貢献

食べることができなくなったとき

食卓の向こう側に見えるもの

ちからのみかた

オーラルケアと医科歯科連携

歯周治療の成功を目指して

人はなぜ話せるのか、なぜ誤嚥するのか？

ＭＦＴ（口腔筋機能療法）を診療所に
取り入れていくには

演 題テーマ

20

21

22

23

24

2011

2012

2013

2014

2015

健康寿命の延伸を目指した
口腔機能への気づきと支援
～新たな時代の歯科衛生士の役割～

252016

健康寿命の延伸に向けた
歯科医療を目指して
～歯科衛生士に期待される役割～

262017

回数 講演者開催年
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